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13（承前）
世阿弥（1363？―1443？　幼名鬼夜叉，藤若，通称三郎，実名元清，法名至翁善芳）は，まこ
とに深く，美しく《悲劇》を生きた人，である。その人生を織り成す数多くの《悲劇》的事実のひ
とつとして，彼は，1434年（永享６年），71歳の老境に入りながら，佐渡に配流されることとなっ
た。この配流は，室町幕府の第６代将軍，足利義
よし
教
のり
の無法な処分に由るものであり，今日に至るま
で「赦免状」に当る資・史料は発見されておらず，そのまま配所において歿したのか，それとも帰
洛が可能となったのか，不明のままである。わずかに，奈良県磯
し
城
き
郡田原本町所在の曹洞宗補
ふ
巌
がん
寺
じ
に彼の忌日「八月八日」という記録があるものの，その歿年は明らかではないのであり，81歳に
して歿したとする伝承が残るのみである。
しかもなお，私たちは，幸いにして，世阿弥が佐渡の配所で執筆し，仕上げた，小謡曲舞集『金
島書』（全八篇）を眼にすることができるのであって，この書物によって，彼の最晩年の思想世界
を窺い知ることが，多少なりとも，可能となったのである。
『金島書』―「金（こがね）の島」とは，言うまでもなく，これまでに金78トン，銀2,300トン
を産出してきた相川周辺の金山，銀山に由来する佐渡の異称の意―は，「 若
じゃく
州
しう
」，「海路」，「配
はい
処」，「時
ほととぎす
鳥」，「泉」，「十
じっ
社
しゃ
」，「北
ほく
山
さん
」および「薪
たきぎ
の神
じん
事
じ
」の八篇から，成る。
「若州」は，「只こと葉」→「歌う」→「詠」→「歌」という四つの小段によって，構成されてい
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2る。「只こと葉」は，能楽の用語で「只
ただ
詞
ことば
」と言われる部分であり，《節
ふし
》の無い普通の台
せ り ふ
詞のこ
とを，指している。
永享六年五月四日都を出
い
で，次の日，若州小
を
浜
ばま
と云 泊
とまり
に着きぬ。ここは先年も見たりし処なれ
ども，今は老
ろう
耄
もう
なれば定かならず，見れば江めぐり
めぐり
て，磯の山浪の雲と連なって，伝へ聞く唐
もろ
土
こし
の遠浦の帰
き
帆
はん
とやらんも，かくこそと思い出られて
＊
世阿弥は，このようなかたちで，みずからの「配流」の旅の序章を，記しているのである。なお，
文中の「遠浦の帰帆」とは，中国，湖南省洞庭湖の南に所在する 瀟
しょう
水
すい
と 湘
しょう
水
すい
に関わる「瀟湘八
景」のひとつを，指している。
「歌う」の内容は，以下のようになる。
船止むる，津田の入海見渡せば，
（つだの……）
， 五
さ つ き
月も早く 橘
たちばな
の，昔こそ身の，若狭路と見えしものを，
今は老
おい
の後背山。されども松は 緑
みどり
にて，木深き木
こ
末
ずえ
は気色だつ，青葉の山の夏陰の，海の匂ひに
移ろひて，さすや潮も青浪の，さも底ひなき水
み ぎ わ
際かな，
（さも……）
。
これは，世阿弥自身によって，拍子に合った謡になるよう指定されている部分であり，能楽の用
語でいわゆる「上
あげ
歌
うた
」となる《歌》である。具体的に言えば，この《歌》は，「平ノリ」拍子―
七五調十二文字を基本単位として，それを八拍のリズムに合わせて謡う。上音
0 0
（「高音」）で謡い出
し，下音
4 4
（「低音」）で謡いとめるのを，原則とする。これに対して，「中ノリ」は十六文字を基本
に一拍ごとに二文字を当てはめて謡い，「大ノリ」は八文字を基本として一拍に一文字を当てて緩
徐調のリズムで謡う―で歌われるのであり，「上歌」とは，この場合，『金島書』のプロローグの
《歌》の意も，含んでいる。
なお，「津田の入海」は若狭国（現在の福井県西部）小浜港近辺の旧称であり，「後
のち
背
せ
山
やま
」は，小
浜港南方の山，「青葉の山」は若狭と丹波の境，であり，いずれも万葉集以来の「歌枕」である。
さらに，「詠」は，
青苔衣帯びて 巌
いわを
の肩にかかり，白雲帯に似て山の腰を廻
まわ
ると，
という詩歌の吟詠であり，この部分は拍子に合わない小段である。『江談抄』（大江匤房談，藤原
実兼筆録の説話集，６巻）所収の漢詩，「白雲似
レ
帯囲
二
山腰
一
，青苔如
レ
衣負
二
巌背
一
」に，依拠して
いる。
最後の，《歌》の部分は，
白楽天が詠
なが
めける，東の船西の船，出で入る月に影深き，濤陽の江のほとり，かくやと思ひ知ら
れたり，
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となっており，ここは，拍子に合わせて歌う「下
さげ
歌
うた
」の位置づけである。内容は，白楽天，琵琶
行「濤陽江頭夜送
レ
客，……東船西舫悄無―
レ
音，唯見江心秋月白」に，基づいている。
世阿弥は，このようにして，ひとりの「罪人」として，刑吏たちの手により，京都から，陸路，
日本海に面した小浜まで護送されてきたのであった。
『金島書』の第二篇「海
かい
路
ろ
」は，「只うた」→「下」→「上」　→「下くり」→「こせさは」→
「上」という構成を，とっている―なお，これらの小段指定
4 4 4 4
や節付
4 4
については，『金島書』が，
「写本」がひとつも伝存しておらず，吉田東伍校註『世阿弥十六部集』（1909年，能楽会刊）によ
って初めて発見，収録されたという事情から，多くの誤写・誤校と思われる部分が含まれている
＊＊
―。
「只うた」―（他に類例の無い指定。前篇の「只こと葉」と同一であろう―田中補注）―
かくて順風時至りしかば， 纜
ともづな
を解き船に乗り移り，海上に浮かむ。さるにても，佐渡の島までは，
いかほどの海
かい
路
ろ
やらんと尋ねしに，水
すい
手
しゅ
答ふるやう，遥
はる
々
ばる
の舟路なりと申しほどに
「下」（「下
さげ
歌
うた
」もしくは「下の詠」）
遠くとも，君の御
み
蔭
かげ
に洩れてめや，八島の外
ほか
も同じ海山
「上」（「上
あげ
歌
うた
」もしくは「上の詠」）
今ぞ知る，聞くだに遠き佐渡の海に，老の波路の船の行
ゆく
末
すえ
，万里の波
は
涛
とう
におもむくも，
世阿弥は，小浜から，北前船の航路をたどって，佐渡へと船出したわけである。そして，興味深
いことに，「こせさは」―（「くせまい（曲舞）」―田中補注―）は，
げにや世の中は，何にたとえん朝ぼらけ，漕ぎ行船の路もはや，幾
いく
瀬
せ
の波を越えぬらん，北海
漫々として，雲中に一島なし……
＊＊＊
（以下略）
という謡い出して舞われるのであり，世阿弥は，ここで，本稿の（四）で触れた沙
さ
弥
み
満
まん
誓
せい
の古歌
「世の中を何にたとへむ朝ぼらけ，漕ぎ行く舟の跡の白波」（『拾遺和歌集』巻二十）の「本歌取り」
に依拠しながら，越前（三国沖）→能
の
登
と
（輪島北方の「七つ島」）→越中（富山湾）の「海路」を
歌いあげ
4 4 4 4
て行き，「早くぞ爰
ここ
に岸影の，爰
ここ
はと問へば佐渡の海，大
おほ
田
だ
の海に着
つき
にけり，
おほだの……
」
と，典形的な「道行き」のかたちで，舞いおさめるのである。
佐
さ
渡
どが
島
しま
は，面積855㎢，沖縄本島（1,220㎢）に次ぐ，わが国で二番目に大きな島である。地勢的
には，北西側の「大佐渡山地」（最高峰は金北山，1,172ｍ），南東側の「小佐渡丘陵」（大地山，
646ｍ，によって代表される），および，これら両者に挟
はさ
まれた「国中平野」の三つの部分から成り，
人口は，1970年代までは９万人を超えていたけれども，2015年現在では，５万７千人前後へと，
減少している。
世阿弥が上陸した「大
おほ
田
だ
の浦」は，この「小佐渡丘陵」の南側，佐渡海峡をはさんで，新潟県西
4蒲原郡のあたりに向い合う佐渡市多田の小さな港である。佐渡市は，2004年，両津市，相川町そ
の他の７町，ならびに新穂村などの２村，の島内のすべての市町村が大合併して発足したのであり，
それ以前は，「大田の浦」は，新潟県佐渡郡畑野町多田の港であった。この地の北東1.5㎞のところ
に隣接する「松ヶ崎」の入江は，1271年（文永八年），日蓮が，世阿弥と同じように，「流刑」の
処分を受けて上陸した場所である。また，逆に，「大田の浦」の南西８㎞ほどの地点に，比較的大
きな，「赤泊」の港が所在し，ここは，今日に至るまで，長岡市の寺泊港とを結ぶ「両泊航路」の
拠点として，重要な港となっている。おそらく，世阿弥が佐渡に流された頃には，当代の北前船の
「風待ち港」として，その日の天候，気象条件に応じて，これら諸港のいずれかに寄港して，上陸
していたのであろう。
さて，『金島書』第三篇「配
はい
処
しょ
」は，まさしく，この「大田の浦」から，世阿弥の配処となった
旧新保，万福寺への途を辿る小謡曲舞の伝書に，ほかならない。その構成は，「只こと葉」→「下
歌」→（上）（底本に世阿弥の指定が記されていないけれども，「上歌」に対応する）である。
「只こと葉」の部分は，「その夜は大田の浦に留
とど
まり，海
あ
士
ま
の 庵
いおり
の磯枕して，明くれば山路を分
け登りて，笠かりと云
いふ
峠に着きて駒を休めたり」という書き出しに，初まる。世阿弥たちは，前出
の「小佐渡丘陵」を横断して，「国中平野」への峠道を辿っているのである。具体的に言えば，多
田集落から河内川に沿って登り，分水嶺を越えて，今度は，北流する小倉川に沿って「国中平野」
へと下
くだ
るのであって，今日では，この小倉川の源流部にダム湖ができており，「朱
と
鷺
き
湖」と名付け
られている。また，この峠道は，東境山（標高600.6ｍ）と「女神山」（593.3ｍ）の鞍部を抜けて
行くのであって，世阿弥が「笠かり」と記しているのは，同所から13㎞ほど南に所在する「笠取
山」（407.9ｍ）の誤記である。
世阿弥は，さらに，「そのまゝ山路を降
お
り下
くだ
れば，長
は
谷
せ
と 申
まうし
て観音の霊地わたらせ 給
たまふ
。故郷に
ても聞きし名仏にてわたらせ給へば，ねんごろに礼
らい
拝
はい
して，その夜は雑
さう
太
た
の 郡
こほり
，新
しん
保
ほ
と云
いふ
ところ
に着きぬ。国の守
かみ
の代官受け取りて，万福寺と申小院に宿せさせたり。」と記す。
＊＊＊＊
「長谷と申
て観音の霊地」とあるのは，佐渡市長谷に現存する 長
ちょう
谷
こく
寺
じ
（真言宗豊山派）のことであり，十一
面観音立像を本尊とする観音堂が残っている。「故郷にても聞きし名仏」は，言うまでもなく，奈
良県桜井市初
は
瀬
せ
の「長
は
谷
せ
寺
でら
」（真言宗豊山派総本山）を，指している。「雑
さう
太
た
の郡」は，佐渡島が
701年（大宝元年），『大宝律令』の下，一国一郡として「雑太郡」とされたことに，由来しており，
さらに，721年（養老５年），雑太郡（今日の佐
さ
和
わ
田
た
・真
ま
野
の
周辺）・加茂郡（同じく両津周辺）・羽
は
茂
もち
郡（小木周辺），の三つの郡に行政区分された。世阿弥が「国の守」と記している当代の守護は
本間氏
4 4 4
であり，その代官が新保に居て，護送して来た刑吏から，世阿弥の身柄を引き取ったわけで
ある。なお，万福寺は，旧雑太郡金井町新保に所在したとされているけれども，現在は消滅してお
り，地元の資料によれば，佐渡市千種240番地が，その跡地ということである。今日，佐渡市役所
のすぐ北西に世阿弥を記念する石碑が建っており，その北方，新保川の畔りが「金井新保」地域で
あり，その西端に千種の集落が展開している。
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「下歌」は，次の通りである。
我
が
之
し
名号の春の花，十悪の里までも匂ひをなし，衆
しゅ
病
びょう
〔悉
しつ
除
じょ
〕の秋の月，五
ご
濁
ぢょく
の水に宿るなる，
誓ひの陰もあらたにて，庭の遣
や
り水の，月にも澄むは心也。
世阿弥は，ここで，玄奘訳『薬師経』の「……我之名号一経
二
其耳
一
，衆病悉除身心安楽……」
を想起しながら，「春の花が十悪の里にも咲き匂い，秋の月が五濁の世の水にも影を映すのは，我
が名を一度唱えれば万病を除いて下さるという薬師如来の誓願のあらたかさを象徴しており，庭の
遣り水に月が澄んでいるのを見るにつけても，心が澄むことだ」と，歌う
4 4
のである。
そして，この曲の結びとなる（上）―すなわち，上音（「高音」）で歌い出しながら，下音（「低
音」）で締め括
くく
る「上
あげ
歌」―は，以下のようになる。
しばし身を，奥津城処こゝながら，
（おきつき……）
， 月は都の雲居
ゐ
ぞと，思い慰む 斗
ばかり
こそ，老の寝覚の便
りなれ。げにや罪なくて，配所の月を見る事は，古人の望みなるものを，身にも心のあるやらん，
（みにも……）
。
私は，この部分を，『金島書』のなかの，最も重要な部分であると，考えている。世阿弥は，周
知のように，『三道』の「能作書条々」のなかで，《能》の「作」―すなわち，「構成」―とし
て，「序」（導入部），「破」（展開部，さらに，前段，中段，後段の三つから成る），「急」（終結部）
の五段構成の考え方を述べているけれども，この「配処」の謡曲も「序」，「破」，「急」の骨格を有
し，演者は，まさしく，「急」（終結部）の「上
あげ
歌
うた
」として，高音の七五調で，「げにや罪なくて，
配処の月を見る事は……」と歌い上げながら
4 4 4 4 4 4 4
，「曲
くせ
舞
まい
」を舞うのである。この部分は，『徒然草』
（五段）の「顕基の中納言の言ひけん，配処の月罪なくて見んこと，さも覚えぬべし」を踏まえて
いるけれども，言うまでもなく，老残の身を佐渡にまで流された世阿弥自身の《悲しび》と《怒
り》とを表現しているのであり，「身にも心のあるやらん，
（みにも……）
」 というリフレイン
4 4 4 4 4
を《歌い》・
《舞う》時，そこには，世阿弥の張
は
り裂
さ
けんばかりの《怒り》が籠
こ
められていたと，私には，思わ
れる。
そして，私自身は，世阿弥のこのような心持を，『教行信証』（1224年頃初稿）の「あとがき」
における親鸞の《怒り》に連接するものと，考えている。
ひそかにおもんみれば，聖道の諸教は行證ひさしくすたれ，浄土の真宗は證道いまさかんなり。
しかるに諸寺の釈門，教にくらくして真仮の門戸をしらず。洛都の儒林，行にまどひて邪正の道路
を弁ずることなし。こゝをもて興福寺の学徒，太上天皇―後鳥羽の院と号す。 諱
いみな
尊成―，今
上―土御門の院と号す。諱為仁―，聖暦承元丁の卯の歳，仲春上旬の候に奏達す。主上臣下，
法にそむき義に違し，いかりをなしうらみをむすぶ。これによりて真宗興隆の太祖，源空法師，な
らびに門徒数輩，罪科をかんがへず，みだりがはしく死罪につみす。あるひは僧儀をあらため，姓
名をたまふて遠流に処す。予はそのひとつなり。
＊＊＊＊＊
6私たちの文化社会学
4 4 4 4 4
は，これまで，主として，《政治的》社会関係と《文化的》社会関係との対
抗関係，あるいは緊張関係のなかで，人びとの「コミュニケーション行為」⇆《文化的》社会関係
の「行為―関係」過程をとらえようと努めて来たけれども，そこにおける《文化的》価値
4 4
の分析
は，《真》・《善》・《美》の普遍的価値に留目するだけでは，不十分であるだろう。日本社会におけ
る現実の
4 4 4
「コミュニケーション行為」は，まさしく，親鸞や世阿弥のそれが証明しているように，
歴史的現実のそれぞれの不条理
4 4 4
のなかで，世阿弥の言う「十悪の里」の最
さ
中
なか
で展開され，「五濁の
水」に流されながら，展開されて来たのである。あらためて言えば，《十悪》とは，古代中国（と
くに，随・唐）の「律」において，「国家」・「社会」の秩序を乱す罪として，とりわけ重く罰され
た「謀
む
反
へん
」・「謀大逆」・「謀
む　ほん
叛」・「悪逆」・「不道」・「大不敬」・「不孝」・「不睦」・「不義」・「内乱」を
総称することば
4 4 4
であり，仏教にあって，より広く，「身」・「口
く
」・「意」の三つの業
ごう
から生成すると
ころの「殺生」・「偸盗」・「邪淫」・「妄語」・「綺語」・「悪口」・「両舌」・「貪欲」・「瞋恚」・「邪見」を
称することば
4 4 4
である。また，仏教用語の《五濁》とは，「劫濁」（飢饉・悪疫・戦争などの，それぞ
れの時代の汚
けが
れ）・「衆生濁」（身心が衰え，苦しみが多くなること）・「煩悩濁」（欲望と妄念にもと
づく争いが多いこと）・「見濁」（誤った思想や見解がはびこること）・「命濁」（寿命が十歳にまで短
くなって行くこと）の五つのことであり，「五濁悪世」と言えば，このような「五濁」の顕現し，
増大する悪い世
4 4 4
としての《末世》を，指すのであった。
世阿弥に「げにや罪なくて……」と歌わせた室町幕府第６代将軍，足利義
よし
教
のり
は，世阿弥の佐渡配
流の７年後，播磨・備前・美作の守護，赤松満
みつ
祐
すけ
の京都の邸で，まさしく能
4
（一説には，音阿弥
―世阿弥の弟四郎の息，観世三郎元重―の演能）を鑑賞しているところを暗殺されて，死去し
た。そして，「承元の法難」（1207年）によって，法然を土佐（実際には讃岐）へ，親鸞を越後に，
配流処分にした後鳥羽上皇と土御門天皇は，その14年後，「承久の乱」によって処分される身とな
り，前者は隠岐に，後者は土佐（後に，阿波）へ，それぞれ流されたのであった。
『金鳥書』の「第四篇」，「時
ほととぎす
鳥」は，「只ことば」→「上歌う」の二部構成である。前者は，「さ
て西の方を見れば，入
いり
海
うみ
の浪白砂雪を帯びて，みな白妙に見えたる中に，松
せう
林
りん
一むら見えて，まこ
とに春六月の気色なるべし。この内に社頭まします，八幡宮 勧
くわん
請
じやう
の霊祠也，されば所をも八幡と
申す」
＊＊＊＊＊＊
と，語り出される。ここに「入海」と称されているのは，佐
さ
渡
どが
島
しま
の西側に大きく入り
込んでいる「真野湾」のことである。周知のように，この「入海」は，同島の東側の，もうひとつ
の入海である「両津湾」と，東西に相
あい
対
たい
称
しょう
する地理関係にあり，これら両者のあいだの，同島中
央部の平地が「国中平野」なのであった。そして，世阿弥が言及している八幡宮は，今日も，旧佐
和田町八幡の地に現存しており，たしかに真野湾を眼下に一望する景勝の地であり，その浜辺は
「雪の高浜」と呼ばれている。世阿弥は，さらに，「これは，いにしへ為兼の 卿
きやう
の御配処也」と，
記すのである。
京極為兼（1254―1332年）は，前稿―「コミュニケーション行為論」（四）11・12節―で触
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れた藤原定家の曽孫であり，祖父為家に歌を学び，伏見天皇の勅命のもとに，『玉葉和歌集』（1313
年）を撰じている。彼は，1298年（永仁六年）に，佐渡配流の身となり，1303年（嘉元元年）に
赦免され，京都へ戻っている。40歳代後半の５年間の配流であり，祖父為家の息子たちから別れ
た「二条」家（為氏→為世，後の良基へと連なる），「京極」家（為教→為兼，しかし，忠兼・為
仲・教兼・為基という四人の息子たちは，後述する二度目の配流に連座・処分され，消滅）および
「冷泉」家（為相→為秀を経て，今日に至る）という，いわゆる「三門分流」のなかでも，際立っ
て《政治的》社会関係の深奥で活躍した
4 4 4 4 4 4 4
為兼は，鎌倉時代後期の皇位継承をめぐる「持明院統」と
「大覚寺統」の対立・抗争のなかで，さらに，1315年（正和四年）から同32年（正慶元年），実に
17年間もの再配流（土佐から，安芸・和泉・河内に移された）の処分を受け，そのまま，79歳で
河内の配所に没したのであった。時代は，すでに，1274年の「文永の役」と同81年の「弘安の役」
という《元
げん
寇
こう
》のそれであり，為兼の没した翌1333年には，後醍醐天皇による《建武の新政》が，
開始されている。
しかし，言うまでもなく，私の課題は世阿弥の『金島書』の内容の分析にあり，京極為兼その人
の方には，ない。ただ，この「第四篇」のタイトルである「時
ほととぎす
鳥」が，為兼の佐渡配流中の《歌》，
鳴けば聞く，聞けば都の恋しさに，
　この里過ぎよ山ほととぎす
＊＊＊＊＊＊＊
に由来することから，藤原定家→為家→為兼の流れ
4 4
を確認する必要が生じた，にとどまる。
世阿弥は，「上歌う」と指定したうえで，
落花 曲
きょく
旧
ふ
りて，郭
くわっこう
公はじめて鳴き，名月秋を送りては，松
せう
下
か
に雪を見ると，古き詩
し
にも見えた
れば，折を得たりや時
とき
の鳥
とり
，都鳥にも聞くなれば，声もなつかしほととぎす，たゞ鳴けや
（なけ）
老の
身，われにも故郷を泣くものを，
（われにも……）
。
と高音で《歌》いあげながら，ひとり舞うのである。私は，そこに，むしろ，世阿弥自身が十三
歳の少年の時に邂
かい
逅
こう
し，《歌》の本流
4 4
の多くを学ばせてもらうこととなった二条良基（1320―88年，
摂政・関白，為兼の「京極家」と勅撰和歌集の撰者の叙任をめぐって多くの対立・抗争を演じた
「二条」宗家の出自）への回想を，見出すのである。
「第五篇」は「泉」と題され，「只言葉」→「下歌う」→「上」→「下」→「上」と，「下
さ
げ歌」
と「上
あ
げ歌」を二つ連ねる構成を，とっている。
「只言葉」は，次のように語り出す。「又，西の山本
もと
を見れば，人家 甍
いらか
を並べ 都
みやこ
と見えたり，泉
と申すところなり。これは，いにしへ順徳院の御配処也。」順徳院とは，言うまでもなく，順徳天
皇（1197―1242年，在位1210―21年）のことであり，土御門天皇とともに後鳥羽上皇の皇子であ
ったから，「承久の乱」（1221年）の責任を問われて，佐渡に流刑の身となり，そのまま同地に没
したのであった。「順徳院の御配処」は，今日も，「黒
くろ
木
き
御所跡」として，泉地区に残っている―
ちなみに，「黒木御所」とは，木の皮を削って精製していない，丸太の木のままで作られた行
あん
在
ざい
所
しょ
という意味で，順徳天皇の父である後鳥羽上皇の隠岐の
4 4 4
配処も，同様に，「黒木御所」と呼ばれて
8いる―。その場所は，たしかに，世阿弥の流されていた万福寺から見て西方３㎞ほどの距離にあ
り，山本
もと
（山許）というのは，背後に，金北山へと連なる「大佐渡山地」の山裾
すそ
―このあたりで
標高200ｍ前後―が広がっているからであり，それを越えれば金山・銀山の所在する相川地域に
なるのであった。「黒木御所跡」の位置する泉地区から真野湾にかけての一帯は，もともと，二
に
宮
くう
村，沢根町，八幡村および河原田町が合併して旧佐
さ
和
わ
田
た
町を形成していた地域であり，歴史的には，
海岸に山地が迫って平地の少ない相川地域に代って，「国中平野」の西に開けた平坦な場所の有利
さから，世阿弥が述べているように，「人家 甍
いらか
を並べ都と見えたり」という市街地になっていたの
であろう。実際，佐渡の国分寺の跡は，この地域のすぐ東側に所在し，その南には，順徳院の火葬
塚である真野御
ご
陵
りょう
が設けられている。そして，「黒木御所跡」から，前述の京極為兼の配処であっ
た八幡宮までは，ほぼ真
ま っ す
直ぐ南に，3.5㎞足らずの近さなのである。なお，合併して旧佐
さ
和
わ
田
た
町と
なった旧二
に
宮
くう
村は，旧河原田町の北に接しており，そこには，順徳院の第二皇女忠
ただ
子
こ
を弔うために
建長年間（1249～56年頃）に建立された二
に
宮
くう
神社が所在し，能舞台も構え，今日では，毎年， 薪
たきぎ
能
のう
が催されている。また，私見によれば，この地域の呼称である「佐
さ
和
わ
田
た
」は，『大宝律令』の制
定の際に，佐渡島が一国一郡として「雑
さう
太
た
郡」と命名されたことへと連接するもので，音
おん
便
びん
の変化
から，旧佐和田町の地名が生成したのであろう。いずれにしても，明治期以降の近代日本の急速な
資本主義発達の過程で，航路，航空路の両面で，佐渡島の東側に位置する両津と，本州側の新潟市
とを結ぶルートの比重が増大するわけであって，それ以前の歴史過程にあっては，むしろ，旧相川
町・旧佐和田町を包括する「雑
さ ぅ た
太郡」こそが，佐渡島の中枢部にほかならなかったのである。
世阿弥は，さらに，「下歌う」と指定して，
夕立落つる庭たづみ，これもや泉なるらん
と《歌》い，
「上」（「上げ歌」）と指定して，
下くぐる，水に秋こそ通
かよ
ふらし，
（みづに……）
， 結ぶ泉の，手さへ涼しき折々に，御衣の袂
たもと
や萎れけん
……
と《歌》うのであり，二度目の「下」（「下げ歌」）と指定しながら，
……暁起きの墨
すみ
染
ぞ
めの，袖も同じ苔
こけ
筵
むしろ
の，たれぞ 錦
にしき
の，御
おん
褥
しとね
ならんいたわしや。
―「かつては錦の寝具に臥された御身が，墨染め衣（苔筵）の世捨人と同じように，苔筵の上に
臥されるなどとは，いったい，だれが予想したであろうか」―と，順徳院を悼むのである。
＊＊＊＊
＊＊＊＊
最後の「上」（「上げ歌」）は，
げにや 蓮
はちす
葉
ば
の，濁りに染
し
まぬ心もて，泉の水も君すまば，涼
すゞ
しき道となりぬべし，
（すずしき……）
。
と，フシ
4 4
―拍子に合わせて，リズムを有するかたちで―を《歌》い上
あ
げる―「泉の水のよ
うに，澄んだ心で，順徳天皇がこの泉
4
というところに住まわれたならば，それは，きっと，極楽浄
土への道となったであろう―」けれども，これは，ほとんど世阿弥が自分自身に
4 4 4 4 4
言い聞かせる
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《歌》である，と私は思う。
「第六篇」，十
じっ
社
しゃ
は，「只こと葉」→「さしごと」→「下」（「下げ歌」）→「上」（「上げ歌」）とい
う構成である。
「只こと葉」は，次のような内容を有する。
かくて国に 戦
いくさ
をこりて，国
こく
中
ちゅう
おだやかならず，配処も合
か
戦
せん
の巷になりしかば，在
ざい
所
しょ
を変へて，
今の泉といふ所に宿す。さるほどに秋去り冬暮れて，永享七年の春にもなりぬ。爰
ここ
は当国十社の神
まします：敬神のために一曲を法
ほう
楽
らく
す。
世阿弥は，こうして，佐渡配流の翌年（1435年），前述の万福寺から，泉に所在する 正
しょう
法
ほう
寺
じ
（曹
洞宗）へと，移されたのであった。この寺は，万福寺の西南，2.3㎞ほどのところに位置し，順徳
天皇の「黒木御所」跡地の南，300ｍ余りの近さに，現在も残っている（佐渡市泉字甲504番地）。
「合戦の巷になりしかば」の詳細は，研究の現段階では，不明である。私たちは，おそらく，佐渡
の当代の守護（京極為兼は，佐渡配流中に詠んだ《歌》の「 詞
ことば
書
がき
」のなかで，国守
4 4
ということば
を使っている），本間氏の勢力の状況，越後の守護である上杉氏と守護代，長尾氏との関係，さら
には，関東管領と足利幕府の力関係などの，《政治的》社会関係の動揺に，留目しなければならな
いのであろう。
京極為兼が「国守」と呼んだ本間元義をはじめとして，本間惣領家は，年来，国分寺跡に近い畑
野地域の雑
さう
太
た
城（後に壇
だん
風
ぷう
城と改称）を本拠としていたけれども，鎌倉時代から室町時代にかけて，
分家の力が強まり，雑太城より北に位置する河原田本間氏（真野湾に面した河原田城），ならびに，
南の小木港に近い羽
は
茂
もち
本間氏（羽茂本郷の羽茂城）の勢力が，惣領家を凌
しの
ぐようになっていた。こ
のような状態のなかで，「永享の乱」（1438年～39年）が生じ，世阿弥を佐渡に配流した将軍義教
に対する鎌倉公
く
方
ぼう
足利持
もち
氏
うじ
の反乱が起り，越後国内でも守護上杉氏と守護代長尾氏との確執が続い
ていた。後年，「永正の乱」（1509年）では，上杉氏に敗れた長尾為景が佐渡へ逃れたけれども，
翌10年，寺泊から越後へ再上陸し，逆に，上杉氏との戦いに勝利し，越後の実権を握ることになる。
さらに，その後を辿れば，1589年（天正17年），上杉景勝が，河原田本間氏と羽茂本間氏の抗争を
利用して，両者を制圧し，佐渡島を全島支配するのであった。
世阿弥の最初の配所，万福寺は，このような背景のもとで言えば，本間惣領家の雑太城の支配す
る地域にあったけれども，この「十社」のなかで記されている新しい配所は，あきらかに，河原田
城の御
お
膝
ひざ
下
もと
―旧河原田城跡から正法寺までは２㎞余り―に所在した。しかも，世阿弥の《歌》
の心は，「十社」への敬神のために一曲を「法楽」することにあり，《政治的》社会関係そのもの
4 4 4 4
に
は，まったく，志向しないのである。
「十社」とは，佐渡の十柱の《神》を合祀した神社という意味であり，表　章の考証によれば，
『大日本地名辞書』の「八多郷」の条に引く1323年（元享３年）10月21日付の文書に，「佐渡国十
10
社神事間事……」という文言が存在し，中世の佐渡に十社
4 4
と呼ばれる《神々》が尊崇され，それを
勧請した神社が泉の地にあったようである。そして，「法楽」とは，もともと，法会などの終りに，
詩歌を誦し，または楽
4
などを奏して，本尊に供養したことを指し，「法楽歌会」のほかに，「法楽
能」や「法楽連歌」という用語も存在する。
世阿弥が「さしごと」と指定しているのは，正式には「さしごえ」（差声，指声であり，サシコ
エとも表記することがある）で，「単純な節で詞章をすらすらと唱える部分」を，示している―
「 声
しょう
明
みょう
」の論議や「平家琵琶」の語り
4 4
に由来すると思われる―。具体的には，
それ人は天
てん
下
が
の神
じん
物
もつ
たり，宜
き
禰
ね
が慣らはしによりて威光を増
ま
し，五衰
すい
の眠りを無上正覚の月に覚
まし，衆生らも息災延命と，寄らせ給御誓ひ，げに有難き御
み
影
かげ
かな。
と語られ，これを受けて，
「下」（「下げ歌」）として，
神のまに
（まに）
詣
まう
で来て，歩みを運ぶ宮廻り
と《歌》うのである。
締
し
め括
くく
りの「上」（「上げ歌」）は，以下の通りである。
げにや和光同
どう
塵
ぢん
は，
（げにや……）
結
けち
縁
えん
の御初め，八相成道は，利
り
物
もつ
の終りなるべしや。まこと秋
あき
津
つ
洲
す
の
うちこそ，御代の光や玉垣
がき
の，国豊かにて久年を， 楽
たのし
む民の時
とき
代
よ
とて，げに 九
ここのへ
の春久
ひさ
に，十
とを
の
社
やしろ
は曇りなや，
（とをの……）
。
＊＊＊＊＊＊＊＊＊
これは，直接的には，「仏菩薩が光を和らげて俗塵の世に《神》として出現なさるのが，私たち
衆生と仏菩薩とが結縁する初めであり，釈迦が八相を示して成仏なさるのが，衆生済度の終末であ
る，と言われる通りであるよ」と，『摩訶止観』（中国，随の智
ち
顗
ぎ
の講述を灌
かん
頂
じょう
が筆録，594年成立。
10巻，天台三大部のひとつ）のなかの「和光同塵結縁之初，八相成道以論
二
其終
一
」に準拠しつゝ，
「十
とを
の 社
やしろ
」の表現形態をとってあらわれる《神仏習合》―本地垂
すい
迹
じゃく
―の威力への感謝を示し
ながら，そのおかげでの
4 4 4 4 4 4 4
「国豊かにて久年を，楽む民の時代」を 寿
ことほ
ぐ《歌舞》，である。しかしな
がら，私たちは，さらに，世阿弥が，「脇能」―いわゆる五
ご
番
ばん
立
だ
てのなかで最初に演じられる
「神物」の能―の代表作である「高砂」や「養老」の作者であることを，想起しなければならな
いであろう。彼は，後者（「養老」）の「次第」のなかで，
　ワキ　　ワキツレ「上げ歌」治
をさ
まるや，国
くに
富
と
み民
たみ
も豊
ゆた
かにて，国富み民も豊かにて……，
と《歌い》，
アイ狂言の後の「後シテ」の「出
で
端
は
」のところで，
シテ神といひ，
地揺仏といひ，
シテただこれ水
すい
波
は
の隔
へだ
てにて，
地揺衆生済度の方便の声，
シテ峰の嵐や，谷の水音とうとうと，
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地揺拍子を揃へて，音楽の響き，たきつ心を，澄ましつつ，諸天来御の，影
せう
向
かう
かな
と《歌い上げる》のであった。
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
世阿弥は，「泉」という類語に導かれながら，この「養老」の《歌舞》を想い返しつゝ，「十社」
の《歌》を終っているのである。
本稿が依拠している『世阿弥禅竹』（日本思想大系24）では，『金島書』の残る二篇は，「北山」
および「（ 薪
たきぎ
の神
じん
事
じ
）」と題されている。しかし，この「日本思想大系」版の底本である『世阿弥
十六部集』（吉田東伍校註，能学会，1909年）においては，これら二篇は「北山」と題する一篇に
統合されているのであり，「日本思想大系」版は，それを，佐渡島の生成の縁起について述べてい
る前半と，旧暦二月二日に始まる「修二会」（現在では，東大寺二月堂の御水取り
4 4 4 4
の行事で知られ
ているけれども，もともとは，各寺院で《国家》の隆昌を祈念して半月間修されていた。ここでは
興福寺のそれに底礎している）付随の「薪猿楽」の意味について述べている後半とに，分けている
のであった。
「北山」とは，言うまでもなく，佐渡島の最高峰の「金北山」（標高1,172ｍ，今日では防衛庁管
理道路が西側から頂上まで続いており，国防の要衝の観を呈しているが，北東方向の「ドンデン
山」934ｍから，南西方向の「妙見山」1,042ｍにかけての美しいスカイラインは，世阿弥の配所だ
った正法寺―金北山とは南北11㎞弱の距離―からも，良く見渡せる）のこと，である。「只こ
と」（「只こと葉」）→「上う」（「上
ア ゲ ハ
は」，前者を承けて高音
4 4
で《歌い》あげる）→「さし事」（前述
の「サシゴエ」と同じ，単純な旋律の叙述）→「曲舞」という構成で， 祝
しゅく
祷
とう
の性格上，《舞》の比
重が圧倒的に大きい。
「只こと」かくて古き人に会いて，当国の神秘けいかい（大概
4 4
の誤記）尋ねおくりなり，
「上う」 抑
そもそも
わが朝
さう
秋
あき
津
つ
洲
しま
と 申
まうす
は，粟
そく
散
さん
辺
へん
土
ど
の小国なりと申せども，天
あめ
地
つち
開
かい
闢
びゃく
の国にして，天
あま
照
てる
大
おゝん
神
がみ
の御末，正しく日統をいたゞく事今
いま
に絶えせず，
「さし事」……大日本国とは，青海原の海底に，大
だい
日
にち
の金
きん
文
もん
現はれ 給
たまひ
しより，後代に名付けし国
とかや……，
と，「大日如来」を象徴する金色の梵字の出現からの国名起源説
4 4 4 4 4
を展開した上で，長い曲舞
4 4
に移
る。
その内容を見ると，まず，
「……国の淡路を初めとして，あれは南海，これは北海の佐渡の島，胎
たい
金
こん
両部を具
そな
へて，南北に
浮かむ……」と，密教の胎蔵界
4 4 4
と金剛界
4 4 4
を踏まえ，伊
い
弉
ざ
諾
なぎ
（淡路）を金剛界に，伊
い
弉
ざ
册
なみ
（佐渡）を
胎蔵界に配する神道の考え方に，依拠する。こうして，「海上の，四涯
がい
を守る七葉」の諸神・諸国
の「神の父
ちゝ
母
はゝ
とも，この両島を云
いふ
とかや」と《歌い》，さらに，「されば北
ほく
野
や
の御製にも，かの海に，
金
こがね
の島のあるなるを，その名と問へば佐
さ
渡
ど
と云
いふ
也」と，菅原道真の《歌》まで援用して，金＝砂
さ
土
ど
の島としての「佐渡島」を， 称
しょう
揚
よう
するのである。―なお，この《曲舞》の後に，もう一度，
「上う」→「下」が《歌い》出されるけれども，同一の内容の繰り返し，である。
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
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『金島書』の最終篇「 薪
たきぎ
の神
じん
事
じ
」は，実質上―明らかになった文献および資・史料に支えられ
た研究の現段階にあっては―，世阿弥の《絶筆》である。それは，「さし事」→《曲舞》→「跋
文がわりの《歌》」の構成で，興福寺南大門で演じられた「薪猿楽」のことを想起しながら，世阿
弥自身の《想い》の丈
4 4
を盛り込んだ小謡曲で，おそらく，これまで検討して来た七篇とは別に，そ
れらをまとめて一書とする時に，一気に書き加えられたものであろう。
「さし事」夫
それ
治まれる代の声は安んじて以て楽しめり，これまことにその 政
まつり
事
ごと
やはらげば也。天
地を動かし鬼人を感じせしむ。
世阿弥は，60歳代後半以降の最晩年に，『五音曲条々』（正確な執筆年は，依然，不明）という
「曲風論」の第六条に，次のような漢詩
4 4
を，引いている。
治世之音，安以楽。其政和。
乱世之音，怨以怒。其政乖。
亡国之音，衷以思。其民困。
故正
二
得失
一
，動
二
天地
一
，感
二
鬼神
一
。
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
これは，本稿「コミュニケーション行為論」の（四）の10で触れた『詩経』（「毛詩」）の序に所
在する詩句である。私たちは，まず，世阿弥が，「治まれる代の声
4
は安んじて以て楽しめり，その
政
まつり
事
ごと
やはらげば也」と，《音》＝《声》と日本語訳していることに，注意しなければならない。そ
して，「毛詩」にあっては，次のような文言が続くのである。
乱れなんとする世（代）の音（声）は，怨
うら
みて以て怒
いか
れり，その 政
まつり
事
ごと
そむけば也，
亡
ほろ
びなんとする国の音（声）は，哀
かな
しみて以て思
おも
えり，その民
たみ
くるしめば也，
しかるが故に，得
とく
失
しつ
を正
ただ
し，天地を動かして，鬼神を感ぜしむ。
見られるように，世阿弥は，典処している「毛詩」大序の詩句の第二句と第三句を省略して，
「さし事」の《歌い出し》としているのであるが，私は，むしろ，彼の《歌》の本意
4 4
は，この省略
4 4
された部分
4 4 4 4 4
にこそあったのだ，と考える。彼は，みずからが佐渡に配流されなければならなかった
理由が理解できないのであり，そのような処置を取った室町幕府第６代将軍足利義
よし
教
のり
の「 政
まつり
事
ごと
」
に，強く抗議しているのである。
《曲舞》は，次のような「詞章」を歌い
4 4
ながら，舞われる。
二
きさ
月
らぎ
の，初
はつ
申
さる
なれや春日山，峰
みね
響
とよ
むまで，いたゞきまつると詠
えい
ぜしは，げにも故ある道とかや。
又二
きさ
月
らぎ
や，雪間を分けし春日野の，置く霜月も神 祭
まつり
の，今に絶えせぬは，国安楽の神慮也。しか
れば小
を
忌
み
衣
ごろも
，二
きさ
月
らぎ
第二の日，この宮
みや
寺
てら
に参勤し， 翁
おきな
の歌をうたふも，さぞ御納受はあるらん。
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
これは，『風姿花伝』第四「神
しん
儀
ぎは
云
いはく
」（『金島書』より四半世紀も早い，世阿弥40歳の頃の著述）
に，「大和国春日興福寺神事行ひとは，二月二日，同五日，宮
みや
寺
てら
に於
お
ひて，四
よ
座
ざ
の申楽，一年中の
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コミュニケーション行為論（五）
御神事始
はじ
めなり。天
てん
下
が
太
たい
平
へい
の御祈禱也」と記されている「薪猿楽」を，主題としている。私たちは，
当代，春日大社と興福寺は一体であり，大和一国の「守護」を兼ねていたという事実を，想起すべ
きであろう。「薪猿楽」は，もともとは，二月一日から開始される「修二会」に付随する行事だっ
たようで，具体的には，二日夜の西金堂，三日夜の東金堂の行事に始まり，六日から十二日までの
七日間，南大門門前で続けて演能され，雨天その他天候の影響等も勘案し，十四日までの日程とし
ていた。最も盛大な南大門での《薪能》は，六日，七日が大和猿楽四座（金春・金剛・観世・宝
生）の立合，八日以降は，上記の順序で一座ずつ春日若宮社頭で演能（「御
み
社
やしろ
上
あが
りの能」）し，そ
れ以外の三座で南大門の能を勤めるというかたちで進められ，最終十二日，再び四座立合能で，締
め括られるのであった。私たちは，今日でも，春日大社や永青文庫が所蔵する「薪猿楽図」によっ
て，「南大門薪能」や「御社上りの能」の様子をつまびらかにすることができるのであり，規模は，
当然のことながら，前者の方が大きく，形式的には，本稿の（二）（第４節～第６節，2013年）で
詳述した「盧舎那《大仏》開眼会」の「歌舞」のそれときわめてよく似ており，正面の，一段と高
い，南大門の高
こう
楼
ろう
には大乗院・一乗院などの興福寺の別当，寺家の僧たちが居並び，それに向かっ
て左右の桟
さ
敷
じき
がしつらえられ，前記した四座の演者たちは，それらに囲まれた土の上で，演能して
いるのである。
世阿弥は，《曲舞》の最後を，
しかれば興福寺の，西
さい
金
こん
東金
こん
の，両堂の法事にも，まづ遊楽の舞歌をととのへ，万
ばん
歳
ぜい
を祈
いの
り 奉
たてまつ
り，国富み民も豊かなる，春を迎へて年を積む， 薪
たきぎ
の神
じん
事
じ
これなりや
と《歌ひ》上げるのであって，さらに，「跋文」がわりの
これを見
み
ん残
のこ
す 金
こがね
の島
しま
千鳥
どり
　跡も朽
く
ちせぬ世
よ
々
よ
のしるしに
という自作の《歌》を記し，
永享八年二月日
4 4 4
　　沙弥善芳
と署名して，擱筆するのである。
＊　　　　　　　　　　　　　表　章・加藤周一校注「世阿弥禅竹」『日本思想大系』24（1974年，岩波書店），
250頁。
＊＊　　　　　　　　　　　　私は，吉田東伍校註『能楽古典　世阿弥十六部集　全』（能楽会，1919年，磯部甲
陽堂）を参照している。
＊＊＊　　　　　　　　　　　表　章・加藤周一校注，前掲書，251頁。
＊＊＊＊　　　　　　　　　　同上書，252頁。
＊＊＊＊＊　　　　　　　　　金子大栄校訂『教行信証』（1957年，岩波書店），444-5頁。
＊＊＊＊＊＊　　　　　　　　表　章・加藤周一校注，前掲書，252-3頁。
＊＊＊＊＊＊＊　　　　　　　今谷　明『京極為兼』（2003年ミネルヴァ書房），149-50頁。
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＊＊＊＊＊＊＊＊　　　　　　表　章・加藤周一校注，前掲書，254頁。
＊＊＊＊＊＊＊＊＊　　　　　同上書，255頁。
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊　　　　小山弘志・佐藤喜久雄・佐藤健一朗校注・訳「謡曲集一」『日本古典文学全集』33
（1973年，小学館），66-75頁。
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊　　　表　章・加藤周一校注，前掲書，255-6頁。
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊　　同上書，202頁。
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊　同上書，256頁。
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私は，今，手許に広げられた「月
つきなみの
次風俗図屏風」（東京国立博物館蔵）のなかの「田植図」の複
製写真に，見入っている。これは，「囃
はや
子
し
田
だ
」という「囃子物を伴う田
た
植
うえ
」の様子を描いた図幅の
一部で，中央上段から下段にかけて，30人ほどの「早乙女」―植
うえ
女
め
―が早苗を手にして，田
に植えている様子を描き，向かって右側上部に６人の「囃す人」（そのうち，２人が「踊り手」で，
４人が楽器―鳴
なり
物
もの
―を奏する「演奏者」である）を描き，さらに，上段，中段，下段のそれぞ
れに２人ずつ，そして「囃す人」の周辺に２人の，総計８人の「囃し手」（文字通り，「御
お
囃
はや
子
し
」の
《歌舞音曲》の拍子を取りながら，田植えの作業を盛り上げる「跳
は ね と
ね人」でありつゝ，同時に，早
苗の補給・運搬を担当している）を，描き出している。４人の「演奏者」たちは，笛
ふえ
・小鼓・大
鼓・太鼓の四種の楽器を演奏しており，この構成は，基本的に，今日の《能》と同じである。そし
て，私が，さらに，注目するのは，２人の「踊
おど
り
り
手
て
」が，「翁面」（白
はく
式
しき
尉
じょう
面）と，三
さん
番
ば
叟
そう
の「黒
こく
式
しき
尉
じょう
面」を着用して，踊っている姿である。これらは，言うまでもなく，「 父
ちちの
尉
じょう
面」を併せて，
三つの《仮面》を使用して演じられる「 翁
おきな
猿
さる
楽
がく
」の祝祷の舞と同一の性格を有しており，鎌倉時
代の中頃には，「式三番」の原形をそなえるようになっていた。
私は，さらに，「浦島明神縁起絵巻」（京都府与謝郡伊根町本庄宇治，宇良神社蔵）という「祭札
田楽図」を参照する必要がある，と思う。ここでは，笛・小鼓・太鼓に加えて，４人の「演奏者」
が「編
びん
木
ざさら
―拍
はく
板
はん
とも呼ばれる。数十枚の木もしくは竹製の，短
たん
冊
ざく
型の板の一端を紐で綴り合わ
せ，アコーデオンのように，両手で，両端を持って広げながら，片方の取手を動かして，板を打ち
合わせて《音》を発する打楽器―を，奏でている。そして，このような「囃す人」たちの前で演
じられているのは，上述の「田植図」の《仮面》踊りではなくて，《刀玉》―短い刀を，「御手
玉」のように，いくつも投げ上げて，手で受ける曲芸―という，大道芸
4 4 4
の一種なのである。
宇良神社の所在する伊根町は，今日では，「伊根の舟屋」群―一階が舟のガレージで，二階が
居間という「舟屋」が約230戸，建ち並ぶ―で名を知られるようになったけれども，京都府の日
本海側，奥丹後半島の先端に位置し，実は，「浦島太郎」伝説の地である。宇良神社も，別名，「浦
島神社」なのであった。「浦島太郎」伝説は，『万葉集』や『丹後風土記』などにも登場するけれど
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も，丹後「水の江」の浦島の子
4 4 4 4
，あるいは与謝郡筒川の島の子
4 4 4
という《漁夫》が主人公であり，周
知のように，「竜宮」伝説を核心としている。それは，典型的な「仙郷滞留説話」であり，「神婚説
話」のひとつでもあるだろう。
私たちは，このようにして，世阿弥の《能》，そして「猿楽」の源流には，はるか遠く，『古事
記』（712年）や『日本書紀』「雄略紀」（720年）に記述されている《神話》群のひとつである「海
幸山幸」神話―よく知られているように，「山幸彦」すなわち彦
ひこ
火
ほ
火
ほ
出
で
見
みの
尊
みこと
が，兄である「海幸
彦」すなわち火
ほ
照
でりの
命
みこと
と，猟具をとりかえて魚を釣りに出たけれども，釣針を失ってしまい，探し
求めるために，塩
しお
椎
つちの
神
かみ
の教えにしたがって「海宮」に赴き，《海神》の 女
むすめ
と結婚し，その結果と
して，釣針と「潮
しお
盈
みちの
珠
たま
」・「潮
しお
乾
ひの
珠
たま
」を得て，兄と闘い，降伏させたというストーリー。「天孫民
族」と「隼
は や と
人族」との闘争の《神話》化と考えられている―が反映されており，同時に，それに
先行する《縄文文化》と《弥生文化》の下での「農耕」と「漁撈」の《労働
4 4
》のすがた
4 4 4 4
が，色濃く
吸収されていたことを，知るのである。
他方，『東大寺要録』「供養章」にしたがえば，861年（貞観三年）の段階で，次のような記録が
見出される。
貞観三年三月廿四日，国家修
二
-理平城東大寺大佛
一
了。屈
二
一千僧於大佛前
一
設
二
大会
一
以供
二
-養
之
一
，奏以
二
勅楽以内舎人東遊　
歌菩
薩舞　雅楽寮并左右衛門府楽，諸大寺音楽一
東大寺高蔵并天神楽。山階胡楽。元興新楽。　　
大安林邑楽。薬師散楽并緊那楽。法隆四天楽也。＊
私たちは，すでに，興福寺の「薪猿楽」との関連で，金春・金剛・観世・宝生の「大和猿楽」四
座に言及して来ているけれども，この『東大寺要録』の記述には，薬師寺の担当になる「散楽」と
いう記述も存在するのであって，本稿「コミュニケーション行為論」の（二）（2013年）で考察し
た聖武天皇による《大仏開眼》供養の際の「歌舞」―そこには，「林邑楽」とともに，「唐散楽」
の名も見出されていた―の状況が，その後の日本各地の「国分寺」・「国分尼寺」体制の発展と具
体化のなかで，民衆の「農耕」と「漁撈」―それに，紀　貫之の《歌》に描かれていた〈杣
そま
人
びと
〉
たちの山林
4 4
の《労働》を加えても，良いであろう―に根ざした「芸能」のコミュニケーション行
為と結び付き，融合しつゝある姿を，眼にしていることになる。
私は，民衆の《労働》に支えられた日常生活に基盤を有する「芸能」が，鎌倉時代から室町期に
かけて，「大衆芸能」の一種としての《猿楽》を発展させ，そのなかから，そして，それの高次化
4 4 4
としての《能》を確立するべく，世阿弥の《コミュニケーション行為》が展開された経緯を理解す
るためには，次の二点への留目が欠かせない，と考えている。
すなわち，第一に，平安時代以来の「摂関」政治から《院政》の時期にかけての支配権力の経済
的基礎は，周知のように，「荘園」にあった―拙稿の（四）（2015年）の西行との関連で考察し
た紀伊国北部，紀ノ川沿岸の「田仲庄」を，想起されたい―わけであるが，その具体的な管理・
収奪の関係であるところの「本所」―「預所」という《中央》―《地方（地域）》の関係のあ
4 4 4 4
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りよう
4 4 4
の変化が，重要であるだろう。それは，周知のように，当初，《律令》政治の体制を支える
基本的な《経済的》社会関係であったけれども，平安時代を通じて，「寄進地」系の荘園が増加し，
それを契機として，「荘官」としての地頭
4 4
の性格を大きく変え，結果として，守護（守護代）―
地頭の《国衆》の「地方（地域）」権力を，増大させて行ったのである。私は，このような文脈に
おいて，とくに，「八条院領」と「長講堂領」という《院政》期の「荘園」の存在形態に，注目し
ている。
前者は，鳥羽法皇とその皇后，美福門院とのあいだに生まれた皇女，八条院（近衛天皇の妹）の
下に集積された荘園群を指し，父母からの伝領荘園に加えて，彼女の建立した蓮華心院へ寄進され
た荘園を併
あわ
せると，北は出羽の国（二ヶ所）から，南は肥後（二ヶ所）・日向（一ヶ所）に至るま
で，33ヶ国にわたり，実に49ヶ所の荘園領に上り，これらが，鎌倉時代後期に亀山上皇（天皇在
位1259―74年，上皇在位1275―87年）の手に集中して引き継がれ，その後の南北朝時代から室町
時代にかけての皇位継承に関わる「大覚寺統」の流れ
4 4
の経済的基盤を，形成することになった。
他方，後者―「長講堂領」―は，その名称が示しているように，法華長講阿弥陀三昧堂（京
都市下京区に所在する浄土宗の寺）に由来し，この寺は，もともと，後白河法皇が六条の仙洞御所
に設けた持仏堂だったのであり，したがって，彼の「六条殿長講堂」の所領としての荘園群を指し
ている。それは，前者の「八条院領」の荘園群の規模をさらに上回り，実に，全国100ヶ所以上の
荘園を有し，後白河上皇の皇女，宣陽門院から，後深草上皇（1243―1304年，天皇在位1246―59年，
上皇在位1287―89年）に伝領され，以降，「持明院統」の歴代天皇の支配の経済的基盤と，なるの
であった。
私たちは，さらに，八条院と後白河天皇が異母兄
きょうだい
妹 である（前者は，近衛天皇とともに，鳥羽
院と美福門院得
とく
子
こ
とのあいだに生まれたのであり，これに対して，後者は，崇徳上皇とともに，鳥
羽院と待賢門院 璋
しょう
子
し
とのあいだに生まれた）こと，そして，後白河天皇の皇女，宣陽門院は，二
条天皇の妹であり，高倉天皇の姉にほかならなかったこと，を想起しなければならない。周知のよ
うに，この高倉天皇の息子たちが，平家一族とともに「壇の浦」の戦いで源氏に敗れて滅んだ安徳
天皇であり，「承久の乱」の首謀者とされる後鳥羽上皇にほかならないのであった。このように，
私が，本稿の（四）（2015年９月）において，慈円と西行との関連の文脈を通じて言及して来た
《院政》の経済的基礎は，実は，それぞれの上皇・法皇たちの「皇女たち」―彼女たちの多くは，
有力社寺の「門
もん
跡
ぜき
」であり，「斎
さい
宮
ぐう
」・「斎
さい
院
いん
」であった―の《行為―関係》過程を媒介にして，
室町時代の《政治的》・《経済的》社会関係へと，継承されて行ったのである。世阿弥の 女
むすめ
婿
むこ
，金
春禅竹の作『定家』に登場する 式
しょく
子
し
内親王は，後白河天皇の第三皇女として，上述の宣陽門院の
妹であり，「賀茂斎院」であったけれども，後に，出家して，尼となっているのであった。
世阿弥の生きた室町時代前期，《経済的》社会関係は，上述のような「荘園」の伝領・継承を基
軸としながらも，農村における《惣
そう
村
そん
》の形成を背景として，稲作の生産力の著しい上昇を示し，
また，織物（絹・綿・麻），和紙，鋳
い
物
もの
（鍬・釜・鍋および刀剣），油，酒，陶磁器などの手工業の
17
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多様な展開を生み出していたのであり，これらが陸上・海上の交通・流通の発達と結びついて，都
市およびその近郊での「商工業」の部分的な発達をも，含むようになっていた。そして，私たちは，
まさしく，足利幕府による中国（明）・朝鮮（李朝）との「勘合貿易」の《独占》と対応するよう
なかたちで，国内の商工業の生産・流通も，《座》を通じて，前述の有力社寺の手による《独占》
という《経済的》社会関係を生成していた事実を，看過してはならないのである。《座》とは，『広
辞苑』（第六版）にしたがうならば，「中世，商工業者などの同業組合。貴族・社寺の保護を受け，
商品の製造・販売上の独占権を持った」経済の形態にほかならない。それは，世阿弥の生きた時代，
興福寺大乗院の「油座」・「綿座」・「塩座」であり，同じく興福寺一条院の「薬座」，東大寺の「木
も
工
く
座」・「葺
ふき
工
く
座」，京都・祇園社の「綿座」・「材木座」，北野神社の「酒 麹
こうじ
座」であり，大坂・天
王寺の「青
あお
苧
そ
座」・「菓子座」・「刀座」であり，伊勢山田（伊勢神宮）の「豆腐座」・「油座」・「麻
座」など，であった。《座》の特権の構造を，京都の大山崎離宮八幡宮「油座」をひとつの例とし
て見るならば，次の通りである。
「本所」は石清水八幡宮であり，「座衆」は，大山崎離宮八幡宮の《神人》―下級の神職
4 4
たち
―であり，後者は，前者に対する「座
ざ
役
やく
」として，①４月３日の日
ひの
使
つかい
神事の奉仕，②石清水八
幡宮の淀川遡航船の御
おん
綱
つな
引
ひき
，③石清水八幡宮内殿灯油の備進，を実行し，その見返りの保護―す
なわち，「特権」―として，①畿内・近国の「関
せき
銭
せん
」・「津
つ
料
りょう
」の免除，②足利幕府の「公事」・
「土倉役」の免除，③荏
え
胡
ご
麻
ま
の仕入れ，製造，販売の独占権，を「本所」が保証する。
私は，後に，藤原明衡『新猿楽記』（1058―65年）に言及することになるけれども，《猿楽》→
《能》の歴史的転換の重要な背景として，このような鎌倉時代から室町時代にかけての，《経済的》
社会関係の変容・発達の過程での有力社寺の存在形態への留目が，不可欠なのである。
世阿弥による《能》の確立を理解するために，私たちは，第二に，藤原「摂関」政治の崩壊→
《院政》→鎌倉時代→世阿弥の生きた室町時代前期の歴史過程における《氏》→《家》への変遷・
推移を，重要視しなければならない。第一章（本稿13）で見て来たように，藤原俊成・定家の御
み
子
こ
左
ひだり
家は，定家の孫の代に，「二条家」（為氏），「京極家」（為教）および「冷泉家」（為相）とい
う三つの《家》に，分流した。御子左家は，もともと，第11代摂政・関白であった藤原道長の末子，
長
なが
家
いえ
を流祖としており，言うまでもなく，藤原北家の本流は，長子である頼通（第12代摂政・関
白）からの系譜に引き継がれて行ったから，それに比べれば，はるかに傍流の位置にあった。そし
て，周知のように，頼通から三代を経て，第17代摂政・関白であった忠通の息子の代に，「近衛
家」（基実）と「九条家」（兼実）に，分流している。すでに，前稿で指摘したように，慈円は，彼
等の末弟だったのである。私たちは，さらに，西行と定家にゆかりの深い藤原実
さね
能
よし
が，正二位権大
納言藤原公実の息子として，通
みち
季
すえ
の弟であり，同時に，前出の待賢門院（鳥羽天皇の中宮，崇徳・
後白河両天皇の生母）の兄として生まれ，同じ藤原一族でありながら，通季が「西園寺家」の流祖
となり，実能の方が「徳大寺家」の祖となった事実を，知っている。西園寺通季の曽孫である公
きみ
経
つね
は，源　頼朝・義経の妹の娘と結婚し，京都の朝廷と鎌倉幕府とのあいだの連絡役としての「関東
18
申次」の任にあった。また，九条兼実の孫，九条道家は，西園寺公経の娘と結婚しているのであり，
この二人のあいだに生まれた長男こそが，周知のように，実朝に継ぐ，鎌倉幕府の第４代将軍，源
　頼経にほかならないのであった。さらに，九条道家の妹は，前章で触れた順徳天皇の后妃であっ
た。ちなみに，明治期以降の近・現代の日本政治史に少なからぬ影響をもたらし，最後の
4 4 4
「元老
4 4
」
と呼ばれた西園寺公望は，もともと，徳大寺公
きん
純
いと
の次男として生まれたのであり，西園寺家の養子
となって，通季以来の「西園寺家」を継承したのである。
このように，慈円のいわゆる《武
む
者
さ
の世》は，「封建制」の主従関係としての「鎌倉殿」（将軍）
―御家人
4 4 4
の関係を基軸として，上述のような「氏」→「家」という《社会的》社会関係の推転を
経験しつゝあったのであり，これから詳述して行くように，世阿弥の《能》は，さらに，「家」の
単位
4 4
を超え出て行く「実存的個人」の地平にまでも，到達しようとするドラマトゥルギーを，内包
していたと言うべきであろう。
さて，藤原明衡『新猿楽記』（1058―65年）という書物は，不思議な書物である。著者は，その
「序」において，次のように言うのである。
予廿余年以
一
還，歴
二
-観東-西二-京，今
一
夜之見物計事者，於
二
古-今
一
未
レ
有。就中咒師・儒
一
侏
一
舞・田-楽・傀儡子・唐-術・品
一
玉・輪-鼓・八
一
玉・独
一
相
一
撲・独雙六・無
レ
骨・有
レ
骨・〔延〕-動
大
一
領之腰
一
支・
一
漉舎
一
人〔之〕足
一
仕・永
一
上専
一
当之取
一
袴・山
一
城太
一
御之指
一
扇・琵-琶法-師
之物
一
語・千秋万歳之酒禱・飽
一
腹鼓之胸
一
骨・蟷
一
蜋舞之頸
一
筋・福-広聖之袈-裟
一
求・妙高
一
尼之
緥
一
繦
一
乞・形
一
勾
一
当之面
一
現・早軄-事之皮
一
笛・目
一
舞之老
一
翁
一
体・巫
一
遊之気装㒵・京童之虚-左
-礼・東
一
人之初京上，况拍
一
子男
一
共之気-色・事
一
取大-徳之形勢，都猿
一
楽之態・嗚-呼之詞，莫
下
不
二
断
レ
腸解一レ頤者上也。＊＊
藤原明衡は，「私は，この二十何年以来，東の京（現在の京都市左京区のこと―田中補注―），
西の京（現在の京都市右京区）にわたってずっと見てきているけれども，今夜の見物ほどすばらし
い猿楽の演戯というものは，古今を通じて，空前のものであった」と，述べる。その内容は，「咒
す
師
し
猿楽」，「侏
しゅ
儒
じゅ
の舞い」，「ささらや鼓笛で囃したてる田楽」から，「中国伝来の奇術・幻術」，「品
玉や八玉の弄玉」，さらには，「田の神相手のひとり相撲」，「琵琶法師が琵琶を伴奏にして語る物
語」，「千秋万歳の門づけのほがい歌
4 4 4 4
」などから，「神楽猿楽の老楽師のおどけた舞いすがた」，「東
国からのお上りさんの赤毛布ぶり」などを含み，明衡は，これらを，「都猿
一
楽之態」―すなわち，
「すべて猿楽と称する雑伎の芸態」―と言い，「そのばかばかしい言葉のやりとりは，まったく滑
稽のかぎりであり， 腸
はらわた
もちぎれ， 頤
おとがい
―下あご―の骨もはずれそうなほどに，笑いこけさせ
るものであった」と，評しているのである。
『広辞苑』（第六版）によれば，「さるがく」（猿楽・申楽）は，「散
さん
楽
がく
の転訛という」の前置きを
付した上で，「①平安時代の芸能。滑稽な物まねや言葉芸が中心で，相撲の節会や内侍所御神楽の
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夜などに演じた。後には，一時の座興の滑稽な動作をも，猿楽と呼んだ。広義には，呪師・田楽な
どをも含む。鎌倉時代に入って演劇化し，能と狂言となる。「さるごう」とも。②能楽の旧称。③
猿楽を演ずる人。また，その一座。」と，説明されている。したがって，藤原明衡の考察している
《猿楽》は，最広義のそれで，「民衆芸能」・「大衆芸能」とほとんど同義と言ってよいものであろう。
『新猿楽記』が執筆された時代は，後冷泉天皇の治世であり，摂政・関白は藤原頼通であった。
頼通は，1052年に，京都南郊，宇治に所在する彼の別荘を寺院に改装し，平等院と称し，翌年，
同所に，阿弥陀堂を建立している。すでに，藤原一族の栄華を交えた《摂関政治》もその頂点を過
ぎており，よく知られているように，民衆の生活レベルでは，空也や源信の活動の影響を受けなが
ら，念仏の教えが広まり，浄土信仰が浸透しつゝあった。このようなコミュニケーション行為の具
体的な変様・変遷の過程において，明衡の『新猿楽記』は，「王朝斜陽期の京の庶民生活をうつし
出す万華鏡」（川口久雄）にほかならなかったのである。
それは，具体的には，伏見稲荷大社の「稲荷祭」の祭礼とその「見物」に集まった民衆を，題材
としている。よく知られているように，伏見稲荷大社は，京都市伏見区稲荷山の西麓に展開する元
官幣大社で，711年（和銅四年）， 秦
はたの
公
きみ
伊
い
呂
ろ
具
ぐ
によって創祀された。倉
うかのみたまのかみ
稲 魂 神，佐田彦神および
大
おお
宮
みやの
女
めの
命
みこと
を祀っており，倉稲魂神―別称，宇賀御魂神―が《稲》を中心とする「食物」をつ
かさどる神（女神）であったことから，広く農耕神として信仰を集め，やがて，流通・交易の拡大
とともに，「商業神」として人気を博し，日本全国に４万もの稲荷社が生成するようになり，伏見
稲荷がその総本社の位置づけを与えられることとなった。
周知のように，京都には，「葵祭」―賀茂祭，下鴨神社・上賀茂神社，やはり，秦氏によって，
６世紀半ばから始められていた―，「祇園祭」―八坂神社，藤原基経が876年に創始―，お
よび「時代祭」―平安遷都1,100年を記念して創建された平安神宮の祭礼，1895年創始―のい
わゆる三大《祭り》が存在するけれども，『新猿楽記』の舞台となっている伏見稲荷大社の祭礼
（４月中旬の午
4
の日の「神幸祭」と，５月の初卯
4
の「還幸祭」）は，711年の創祀であるから，「葵
祭」に次ぐ長い伝統を有する《祭礼》なのであった。
一層具体的に述べるならば，伏見稲荷の《祭り》は，次のような地理的広がりをもって，展開さ
れた。
20
私たちは，この「祝祭境域」の空間的意味
4 4 4 4 4
を，次のような二つの文脈において，理解しなければ
ならない。
それは，まず，第一に，狭義の意味において，京都市の東側に連なる「東山三十六峰」の最南端
に位置する稲荷山（標高233ｍ）の西麓に広がる上・中・下の三つの稲荷社から，大宮大和路（今
日の「鳥羽街道」）へと下り，東福寺近くの九条のあたりで鴨川を渡り，九条大宮まで西へ進み，
東寺の東側の角で北上し，八条から七条にかけての堀川の西側に仮設される稲荷各社の「お旅所」
（上掲図のなかの上・中・下の「神幸所」）を経由して，七条大宮の「市姫祠市堂」へと至る《巡
行》―「神幸」は，すなわち，《神》の御幸
4 4
であり，行幸
4 4
なのであった―の“祭り”であり，
したがって，前述の「神幸祭」の四月中旬の午
4
の日から「還幸祭」の五月初旬の卯
4
の日まで，この
「境域」には，「市」がたち，さまざまな「演舞場」が開設され，そこに，広汎な「祝祭境域」が生
み出されたのである。付言しておくならば，堀川は，今日の京都市中心部の幹線道路のひとつであ
る「堀川通」の地域であるけれども，当時は，当然のこととして，埋め立てられてはいなかった。
そして，「神幸」と「還幸」の折り返し点であるところの「市姫祠市堂」の所在した場所は，実は，
今日の西本願寺の大伽藍が 聳
しょう
立
りつ
している，まさにその場所にほかならないのであった。
「葵祭」は，周知のように，５月15日，検非違使，山城使を先頭に，500人余りの人びとと40頭
の牛・馬が，御所を出発し，まず，下鴨神社に到着し，社頭の儀をとりおこなった後，上賀茂神社
第１図　稲荷祭の祭礼境域概念図
（出所：藤原明衡『新猿楽記』（1983年，平凡社），323頁）
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へと《巡行》する１㎞にも及ぶ行列によって，代表される。これに対して，「祇園祭」の山鉾巡行
は，７月17日，四条烏丸を出発し，河原町の交叉点を北上して，二条と三条のあいだの御池通を
西へ辿り，烏丸御池の先きの新町通で解散する。
このようにして，1895年に創祀された最も歴史の浅い平安神宮の「時代祭」を除くならば，「葵
祭」の《祝祭》空間は，大
おお
凡
よそ
，丸太町通以北の「上京」地域であり，「祇園祭」のそれは，「中京」
区のあたりなのであって，これらに対して，「伏見稲荷大社」の稲荷祭
4 4 4
のそれは，明らかに，「下
京」の地域なのであった。対比的に言うならば，「葵祭」の《祝祭》は，紫　式部の『源氏物語』
（1008年頃）にも描写されているように，平安貴族の憧れの祭り
4 4
だったのであり，また，「祇園祭」
のそれは，要するに，《町
まち
衆
しゅう
》―「チョウシュ」とも呼ばれ，まさしく，室町時代に，京都や堺
などで《町
ちょう
》を構成した商工業者，酒屋，土倉，さらには下層の公家衆をも包摂しながら，自治的
集団生活を生み出していた―の日常生活に立脚しており，「祇園御霊会」でありつゝ，「疫病社夏
越祭」なのであった。これらに対して，「稲荷祭」の《祝祭》は，「下京」の最も大衆的な
4 4 4 4
「庶民」
たちの祭り
4 4
だったのであり，そこには，また，周辺の農村や「荘園」からの逃散・浮浪の民衆たち
までもが，包含されていた，と言うべきであろう。
私たちは，第二に，「伏見稲荷大社」の稲荷祭
4 4 4
の《祝祭空間》を，平安時代末期から《院政》の
時期を経て，鎌倉時代さらには室町時代の世阿弥の生きた時代にかけての「本地垂迹」説―言う
までもなく，そこには，本稿（四）のとくに第10章・11章で慈円との関わりで言及した「末法」
思想とその具体的表現としての《浄土》信仰・《阿弥陀仏》による救済への憧憬が，色濃く，強く，
相関していた―を参照しながら，理解する必要がある。後述するように，世阿弥は，十二歳の時
に，父である観阿弥による京都・東南部の「今
いま
熊
ぐま
野
の
」での《猿楽》において，《能》役者としてデ
ビューする。この「今熊野」とは，京都市東山区に現存する新
いま
熊
くま
野
の
神社のことであり，祭神は，も
とより，「熊野権現」であって，後白河法皇が1160年，仙洞御所の法住寺殿のなかに，熊野神社を
勧請・創祀したことに由来している。いわゆる「熊野詣」―熊野御幸―は，907年（延喜七
年）の宇多上皇によるものが最初であるけれども，よく知られているように，《院政》期にそのピ
ークに達し，白河上皇９回，鳥羽上皇21回，崇徳上皇１回，後白河上皇34回，および後鳥羽上皇
28回，という 夥
おびただ
しい回数にのぼった。
「権
ごん
現
げん
」とは，『広辞苑』（第六版）によれば，「仏・菩薩が衆
しゅ
生
じょう
を救うために種々の姿をとって
権―かり
4 4
―に現われること。また，その現れた権―かり
4 4
―の姿。権
ごん
化
げ
。本地垂迹説では，
仏が化身として日本の神として現れること。また，その神の身。熊野三所権現・山王権現の類」の
こと，である。したがって，「熊野（三所）権現」は，熊
くま
野
の
坐
にます
神社（本宮）の家
け
都
つ
御
み
子
この
神
かみ
，熊野速
はや
玉
たま
神社（新宮）の熊野速玉神，および熊野那智神社（那智）の夫
ふ
須
す
美
み
神，にほかならない。
白河天皇は，堀河天皇に譲位した後，鴨川の東岸に上皇の御所を置き（白河南殿，やがてその北
側に，大炊御門大路を挟んで，北殿），さらに，1077年，六勝寺の初めとして，法
ほっ
勝
しょう
寺
じ
を建立し
た（1102年の堀河天皇による尊
そん
勝
しょう
寺
じ
から，1149年の近衛天皇による延勝寺まで続行され，六勝寺
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が完成）。この辺
あた
りは，白河殿が現在の京都大学医学部ならびに同付属病院の位置となっており，
法勝寺の跡は現存しており（法勝寺町という町名も残っている），これを東端として，六勝寺は，
大
おお
凡
よそ
，今日の平安神宮，岡崎公園および京都市動物園を包括する広大な地域を占めていた。そして，
私たちは，これら両者をつなぐ，丁度中間の地点に，熊野神社（今日の，東大路通と丸太町通の交
叉点の西北隅）が現存しているのを，見出すのである―白河法皇は，当時，この「熊野社」と向
むか
い合うようなかたちで，東側に，「日吉社」も勧請していた―。このようにして，世阿弥の能役
者としての「出世」の舞台となった「今熊野」―新熊野神社―は，直接的には，この「熊野
社」の末社だったのであり，要するに，《院政》の諸上皇・法皇たちの《熊野御幸》の「お旅所」
―神幸所―のひとつ
4 4 4
なのであった。
私たちは，さらに，白河南殿・北殿と六勝寺をつなぐ中間の「熊野社」と「日吉社」の対置され
た地点―今日の東山丸太町交叉点―のすぐ北東側に所在する「聖護院」（正しくは，本山修験
宗，総本山，聖護院門跡）に，留目しなければならない。京都の市街地の中心部近く，御所の東側，
鴨川を挟んで約1.6㎞の位置に5,000坪（約１万６千平方メートル）の広大な面積を占めるこの寺院
は，1090年，白河上皇が熊野本宮に参詣した際，その数千人の伴をつれた「御幸」の先達を務め
た増誉上人（もともとは天台宗圓城寺の僧，後に熊野三山の「検校」となる）に，上皇が与えた寺
であり，後白河天皇の皇子（静恵法親王）が宮門跡として第４代に入寺して門跡寺院となり，その
上，1788年の光格天皇と1854年の孝明天皇の時に，御所が炎上した際，両天皇の「仮御所」とな
ったことから，「聖護院旧仮皇居」と呼ばれるようになった。この寺は，本山修験宗（山伏）の総
本山であり，後述する醍醐寺三宝院が，同じく山伏修験道の「当山派」―真言宗―の総本山で
あることと対比され，「本山派」の頂点の座にある。『広辞苑』（第六版）は，「修
しゅ
験
げん
」について「山
野において霊験を得るための法を修すること」とし，「修験道」の項では，「日本古来の山岳信仰に
基づくもので，もともと山中の修行による呪力の獲得を目的としたが，後世の教義では，自然との
一体化による即身成仏を重視する」ようになった，と説明している。私が，今，手許に開いている
聖護院門跡の文書によれば，「役行者の開かれた修験道は，日本古来の山岳信仰，自然崇拝に源を
発し，民俗信仰と仏教（特に密教）・道教などの思想が融合して成立したところの出家・在家を問
わない菩提道修行実践の宗派で，最も日本的な庶民宗教です」と，記されている。また，そこでは，
「修験とは実修得験
4 4 4 4
の意味で，修行の体験によって人格を高め徳を験
あら
わすことを云い，（中略）すな
わち，この現実の人生に極楽浄土を築いて行こうとするもので，（中略）そこで私たちは山に入っ
て自然の声を経典として仏心を探り身体を練り，日常生活の中に菩薩道を実践できるように努力す
るのです」と，主張されるのであった。毎年，春には葛城山に，そして，夏には大峰山に修行する
のが，その具体的な方策にほかならない。
他方， 聖
しょう
宝
ぼう
上人（832―909年，諡
し
号
ごう
は理源大師，平安時代初期の真言宗の僧，天智天皇の六世
孫，奈良で三輪・法相・華厳の諸宗を学び，さらに密教を修めて，東大寺に東南院を建てて三輪宗
を広め，その上で，京都郊外山科に醍醐寺を建立して，密教を広める拠点とした）を開祖とする
「当山派」は，吉野の金
きん
峰
ぷ
山
せん
を修験道場として，吉野山 桜
さくら
本
もと
坊
ぼう
，興福寺，法隆寺，長谷寺，松尾寺，
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高野山金剛峰寺，根来寺，浄瑠璃寺などの一大勢力となり，1603年，徳川家康が「当山派」とし
て公式に承認し，醍醐寺三宝院を法頭
4 4
とした。
さて，聖護院門跡の本尊は巨大な不動明王であり，吉野の金峯山寺のそれは，さらに巨大な―
秘仏としては日本最大の７ｍ30㎝―金剛蔵王権現であるけれども，これらは，何を象徴し，表
象しているのであろうか？　前者は，右手に「智慧」を表
あら
わす長大な剣を持ち，左手に羂
けん
索
じゃく
を有
し，背後に火焰を負っている。これに対して，後者は，中尊に千手観音―これが高さ7.3ｍ―，
右尊に釈迦如来，そして，左尊に弥勒菩薩を配する，三体仏である。前者は，サンスクリットの
‘vidyā-rāja’―ヴィドヤー・ラージャ―の訳語であり，ヴィドヤーとは，一般的には「知識」
であるけれども，ここでは，秘密にして最高の知識としての《真言》を指しており，それが「明」
と漢訳されたのであった。「明王」が男性的原理を示すのに対して，ヴィドヤーは，本来，女性名
詞であり，同時に，女性的原理の意味を有するので，「明妃」と訳されることもある。注意しなけ
ればならないのは，「明王」は，「大日如来」（本稿で度々言及して来た‘maha-vairocana’―摩
ま
訶
か
毘
び
盧
る
遮
しゃ
那
な
―）の特性のひとつを表現しているということであり，不動明王のあの「忿怒相」は，
すべての生きとし生けるものを「大日如来」の威命に包摂し，したがわせるための形相だ，という
ことである。それは，《怒り》の火によって煩悩を焼き尽し，《智慧》―真言
4 4
―の利剣によって
もろもろの迷いを断ち，《羂索》によって私たちを救済する，とされているのであった。
他方，後者―金剛蔵王権現―は，すさまじいばかりの青い顔の，一面三目二臂
ひ
で，こちらも
《忿怒》に満ちた魔障降
ごう
伏
ぶく
の形相であり，右手で「三
さん
鈷
こ
杵
しょ
」を持ち上げ，左手を「剣印」で腰にあ
てながら，右足を大きく蹴
け
り上げている。それは，よく知られているように，役行者が1000日の
あいだ大峰山で練行した末に感得したものであり，金剛蔵王とは，曼陀羅に描かれるあの金剛界と
胎蔵界の両者を統
す
べるという意味であり，前述した中尊，千手観世音菩薩が「現在世」の救済を権
現し，右尊の釈迦如来が「過去世」のそれを権化し，さらに，左尊の弥勒菩薩が「未来世」の救済
の権現として表象されているところへの留目が，必要であろう。弥勒菩薩とは，サンスクリットの
‘maitreya’に由来し，言うまでもなく，釈迦入滅の56億７千万年の後に，この世に下
げ
生
しょう
して，
「 竜
りゅう
華
げ
三
さん
会
ね
」の教説によって，釈迦の救いに洩れた衆生を救済するという「仏」である。平安時代
末期から鎌倉時代にかけて，末法思想と「神仏習合」（本地垂迹説）の浸透する世相のなかで，金
峰山が，弥勒菩薩の住する「兜
と
率
そつ
内
ない
院
いん
」に擬せられるようになり，弥勒の化身である蔵王権現に参
詣して，浄土への往生を願う信仰が広まったのであるが，ともかく，「過去」→「現在」→「未
来」という《時間》の基軸の存在は，世阿弥のドラマトゥルギーとの関連においても，きわめて重
要であるだろう。
すでに述べたように，世阿弥が十二歳にして《能》役者としてのデビューを果したのは，京都市
南郊の今
いま
熊
ぐま
野
の
に所在する「新
いま
熊
くま
野
の
神社」において，であった。この社は，後白河法皇によって，
1160年（永暦元年），仙洞御所の法住寺殿のなかに「熊野権現」が勧請，創祀されたことに由来し
ている。法住寺は，三十三間堂（蓮華王院）のすぐ東側に現存しており，その東隣りに「後白河天
皇陵」が位置しているから，おそらく，後白河法皇の死後，現在の地に移されたのであろう。この
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場所は，前掲の「稲荷祭の祭礼境域概念図」に比定すれば，三十三間堂のやゝ東南の角，南北を走
る大宮大和路に，東西の八条通りが交叉する地点である。それは，今日，東大路通に面しており，
楠の巨木が目を引く，かなり大きな社である。言うまでもなく，この「新熊野神社」は，白河上皇
が創祀した熊野神社―東山丸太町に現存―の系譜に連なるもので，楠の木は，はるか遠く，吉
野の南の熊野から，「熊
くま
野
の
（三
さん
所
しょ
）権
ごん
現
げん
」を招来するための《依
よ
り
り
代
しろ
》（憑り代）にほかならない，
のであった。当代の人びとの意識にとって，本宮である熊
くま
野
の
坐
にます
神社の主神，家
け
都
つ
御
み
子
この
神
かみ
は，別名
「 證
しょう
誠
じょう
殿
でん
」と称され，本地を阿弥陀として，西方「極楽浄土」に擬せられていたのであり，また，
熊野那智神社は，観音（観世音）菩薩の浄土とされ，そのことから，西国観音巡礼第一番の札所に
定められ，南海の「補
ふ
陀
だ
落
らく
」への渡海の出発地となった。観音（観世音）菩薩は，サンスクリット
の‘a
アヴァロ―キテ―シュヴァラ
valokiteśvara’の翻訳であり，観世音と訳したのは鳩
く
摩
ま
羅
ら
什
じゅう
（Kumārajīva，344―413年）で
あり，観自在と訳したのは，玄
げん
奘
じょう
（600―664年）であった。‘a
アヴァローキタ
valokita’が「観察された」という
意味であり，これに，‘ī
イーシュヴァラ
svara’すなわち「支配者」・「自在者」が付加され，合成されている。また，
‘īsvara’のなかに‘s
ス ヴ ァ ラ
vara’＝「音」ということば
4 4 4
が含まれているために，この含意を強調すれば，
観音・観世音となるのである。私たちは，既述のように，白河上皇が９回，後白河上皇が34回も
の多きにわたって，「熊野詣」をしている事実を，知っている。この行為を支えていた宗教意識は
「本地垂迹」説であり，そこでは，「大日如来」→「天照大神」，「阿弥陀如来」→「八幡神」および
「熊野権現」，「聖観音菩薩」→「大
おお
山
やま
祇
つみの
神
かみ
」（伊
い
弉
ざな
諾
ぎの
尊
みこと
の子，したがって，天照大神や素
す
戔
さの
嗚
おの
尊
みこと
の姉弟・兄弟，《山》を司る神），「大黒天」→「大国主神」，「地蔵菩薩」→「愛宕権現」などの
《等置転換》が行われている，のであった。
「新熊野神社」は，こうして，「葵祭」（下鴨神社・上賀茂神社），「祇園祭」（八坂神社）および
「稲荷祭」（伏見稲荷大社）という「上京」・「中京」・「下京」の祭礼空間
4 4 4 4
を背景として，直接的には，
京都から奈良を経て吉野・熊野へと至る大宮大和路，東大路通，鳥羽街道を基軸にした，東山丸太
町の熊野社，日吉社，ならびに聖護院門跡から，三十三間堂（周知のように，その本尊，一千一体
の「千手観音」は，観（世）音菩薩が《俗世》においては33の姿に権現してあらわれるというこ
とから，三万三千三十三体の観
4
（世
4
）音
4
を表象している）と東福寺（鎌倉幕府の第４代将軍頼経の
父である「関東申次」九条道家が祖父兼実―すなわち，慈円の兄―の菩提寺として建立。臨済
宗東福寺派の大本山であるけれども，塔頭のひとつ，同聚院は「不動明王」を本尊としている）を
経由して，伏見稲荷とその背後の醍醐寺（とくに三宝院）へと至る，きわめて強い「本地垂迹」説
と《修験道》の色彩を帯びた仏教意識
4 4 4 4
の中枢に存在しているのであり，そのような「宗教性」を帯
電しながら，世阿弥の《能》は出
たび
発
だち
をすることとなる，のであった。
あらためて言えば，藤原明衡『新猿楽記』の内容は，基本的に，①当代の《猿楽》演技における
レパートリーの列挙と主要な演技者の芸態批評，②それを「見物」しているオーディエンスの代表
というかたちでの，西京に住む一下級官人の《家族》構成とその職業に仮託した「職業尽し」，の
二つである。著者の明衡（989―1066年）は，実は，本稿『コミュニケーション行為論』（三）の
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第７節で触れた藤原宇
うま
合
かい
（馬養）の九代の後の子孫であり，「式家」の流れに属し，藤原氏の《摂
関政治》を支える主流となった「北家」とは対照的に，傍流の人であった。官位としては，40歳
の頃に検非違使尉，58歳で式部少輔，左衛門尉であり，69歳にして，やっと，正五位上，出雲守
であるから，みずからも，「下級官人」の暮しの時期が短くなかったと思われる。しかし，16歳で
文章院に入学し，26歳の時に「文章得業生」となっており，むしろ，文人として力を発揮するよ
うになり，最晩年，72歳にして，文章博士・大学頭となる。『新猿楽記』は64歳の頃の作であり，
代表作（漢詩文集）『本
ほん
朝
ちょう
文
もん
粋
ずい
』は，今日，『国史大系』第29巻（下）に収録されている。
＊＊＊
明衡が留目している《猿楽》の演技者は，百太，仁南，定縁，形能，「懸井戸の先生」，世尊寺の
堂達，坂上菊正，還橋徳高，大原菊武，小野福丸の十名である。堂達と「懸井戸の先生」は，おそ
らく，法師と道士（あるいは陰陽師）であり，他の八名は世俗
4 4
の徒であって，（一条） 還
もどり
橋，大原，
小野，（東山鳥辺野の 傍
かたわ
らの）坂上などは，京都周辺の在所の地名である。
また，これらの「雑芸」を見物している「下級官人」とは，具体的には，「右衛門尉」であり，
その《家族》構成は，妻三人，娘十六人，息子が九人である。息子たちや娘の夫などの職業を列挙
するならば，「商人」，「仏師」，「書家」，「大工」，「陰陽師」，「医師」，「絵師」，から「博打」，「武
者」，「相撲」，「雅楽」などに及んでいる。これらに，「右衛門尉」の《家族》に関わらず，明衡が
言及している「鍜冶鋳物師」，「比丘尼」，「遊女」，「細工木道」，「受領郎等」などを加えれば，それ
らは，まさに，当代の《稲荷祭り》の「見物」をしている《大衆》であり，民衆
4 4
にほかならなかっ
たのである。
＊＊＊＊
私は，とくに，『新猿楽記』の第28節「九郎の小童―舞楽―」を，重要なものと考えている。
そこには，次のように，記されている。
九郎小童者，為
二
雅楽寮人之養―子也。高麗・大唐・新羅・大
一
和舞楽盡
一
習畢。生―年十五而既達
二
此道
一
。
明衡は，これに続けて，当代の舞楽の「楽器」を挙げている。
笙
シャウ
・篳
ヒチ
栗
リキ
・簫
セウ
・笛
フエ
・太
タイ
鼓
コ
・鞨
カ ッ コ
鼓・〔壱
ママ
〕・腰
エワ
鼓
コ
・
フリ
鼓
ツヅミ
・摺
スリ
鼓
ツヅミ
・ 鉦
シャウ
鼓
コ
・銅
ド
鈸
ビャウ
子
シ
等之上手也。
そして，とくに重要なのは，次の部分である。
舞
一
者陵王・散手・延喜楽・皇
ワウ
麞
ジャウ
・甘州，万歲楽・想夫戀・青海波・壹徳塩・安楽塩・蘇合・
〔狛鉾〕・弄
ロウ
槍
ザウ
・五常樂・地久・納
ナツ
曽
ソ
利
リ
・埴
ハニ
破
ワリ
・都曽・胡飲酒・崑
コン
崙
ロン
八仙等也。
＊＊＊＊＊
なお，〔壱
イチ
〕は，「壱鼓」のことで，もともと「胡国楽器也」とされている。また，〔狛
コマ
鉾
ホコ
〕は，
「壱
イチ
越
コツ
調
チョウ
」―雅楽のなかの「唐楽」の六調子のひとつ―の高麗曲，である。
私たちは，このようにして，藤原明衡の観察した11世紀後半，《摂関政治》から「院政」にかけ
ての時期の《猿楽》のありよう
4 4 4 4
を，大略，理解することができるのであった。それは，基本的には，
「大衆芸能」であり，有力社寺の《祭り》に付随して，当代の民衆意識の構造において，《聖》→
《俗》の最も有力なチャンネルだったのであり，そのようなものとして，人びとのコミュニケーシ
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ョン行為の「解放」の形態のひとつ
4 4 4
にほかならないのであった。そして，世阿弥は，まさしく，こ
のような「大衆芸能」としての《猿楽》を，「総合芸術」としての《能》へと高次化
4 4 4
するために，
文字通り，その生涯を懸
か
けたのである。それは，また，私見によれば，《俗》→「もうひとつの
《聖》性へ，のコミュニケーション行為の回路を，見出し，精緻化する作業に，みずからの命を懸
けることにほかならなかったのである。
＊　　　　　能勢朝次『能楽源流考』（1938年，岩波書店），49-50頁。
＊＊　　　　藤原明衡（川口久雄訳注）『新猿楽記』（1983年，平凡社），３頁。
＊＊＊　　　黒板勝美・国史大系編修会編，「本朝文粋・本朝続文粋」，新訂増補『国史大系』第二十九巻下（1965
年，吉川弘文館）。
＊＊＊＊　　藤原明衡，前掲書，340-341頁。
＊＊＊＊＊　同上書，295頁。
15
世阿弥は，『風姿花伝』「第四神
しん
儀
ぎに
云
いはく
」（「第三問答条々」が1400年，世阿弥38歳の時の作，「第
五奥儀」が1402年，同40歳の著述なので，この間に著されたものと思われるけれども，今日まで，
正確な成立の日時は不明）において，次のように，言う。
一，申
さる
楽
がく
，神代の始まりと云ば，天
あま
照
てる
太
おはん
神
がみ
，天の岩戸に籠り給（ひ）し時，天下常
とこ
闇
やみ
に成しに，
八
や
百
を
万
よろづ
の神達，天香具山に集まり， 太
おほん
神
がみ
の御心をとらんとて，神
か ぐ ら
楽を奏し，細
せい
男
なう
を始め給（ふ）。
＊
これは，もとより，「天
あま
の鈿
うず
女
め
の 尊
みこと
」による岩戸神楽に，《猿楽》の起源を求めたものである。
「細男」とは，「才
さえのお
男」とも呼ばれ，神楽のなかで滑稽な演技をする役を，指している。
世阿弥は，さらに，《猿楽》の天
てん
竺
じく
起源説を，展開する。
一，仏在所には，須
しゅ
達
だつ
長者，祇園精舎を建てて供養の時，釈迦如来，御説法ありしに，堤
だい
婆
ば
，一
万人の外道を伴ひ，木の枝・篠
ささ
の葉に幣
しで
を付
つけ
て踊り叫
さけ
めば，御供養伸べがたかりしに，仏，舎
しゃ
利
り
弗
ほつ
に御目を加へ給へば，仏力を受け，御 後
うしろ
戸
ど
にて， 鼓
つづみ
・ 唱
しやう
歌
か
をとゝのへ，阿
あ
難
なん
の才覚，舎利弗の
智慧，富
ふ
楼
る
那
な
の弁説にて，六十六番の物まねをし給へば，外道，笛，鼓の音を聞きて，後戸に集り，
是を見て静まりぬ。其
その
隙
ひま
に，如来供養を伸べ給へり。それより，天竺に此道は始まるなり。
世阿弥は，続いて，日本古代の《猿楽》起源説を，述べる。
一，日本国に於いては，欽明天皇の御宇（539―571年，田中補注）に，大和国泊
はつ
瀬
せ
の河に洪水
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の折節，河上より一の壺
つぼ
流れ下る。三輪の杉の鳥居のほとりにて，雲
うん
各
かく
此壺を取る。中にみどり子
あり。かたち柔
にう
和
わ
にして玉のごとし。是，降
ふり
人
びと
なるがゆへに，内裏に奏聞す。其夜，御
み
門
かど
の御夢に
みどり子の云，「我はこれ，大国秦始皇の再誕なり。日
じち
域
いき
に機縁ありて今現在す」と云。御門奇
き
特
どく
に思しめし，殿上に召さる。成人に従ひて，才智人に越えば，年十五にて大臣の位に上
のぼ
り，秦
しん
の
〔姓〕を下さるゝ。「秦」といふ文字「はだ」なるがゆへに， 秦
はだの
　河
かう
勝
かつ
是也。
＊＊
周知のように，秦　河勝は，飛鳥時代の山
やま
背
しろ
国の富豪のひとりであり，聖徳太子に仕え，603年，
葛
かど
野
の
郡（現在の京都市太
うず
秦
まさ
）に蜂岡寺（今日の広隆寺）を，建立した。しかし，彼の生没年は不詳
であり，また，「芸能」に携わったという形跡も，残っていない。したがって，《猿楽》の「秦　河
勝起源説」は，今日では，ひとつの「付会」の説とされ，後述の円満井座（後の金春座）の伝承と
考えられている。
私が重要視しているのは，以下の部分である。
一，当代に於ひて，南都興
こう
福
ぶく
寺
じ
の維
ゆい
摩
ま
会
え
に，講堂にて法味を行ひ給（ふ）折節，食
じき
堂
どう
にて舞延年
あり。外道を和らげ，魔縁を静む。その間
ま
に，食堂前にて彼
かの
御経を 講
こうじ
給
たまふ
。すなわち祇園精舎の吉
例なり。
然
しかれ
ば，大和国春日興福寺神
じん
事
じ
行
おこな
ひとは，二月二日，同五日，宮寺に於ひて，四座の申
さる
楽
がく
，一年
中の御神事始めなり。天下太平の御祈禱也。
一，大和国春日御神事相随申楽四座。
　外
と
山
び
，結
ゆう
崎
ざき
，坂戸，円
えん
満
まん
井
い
一，江州日吉御神事相随申楽三座。
　山科，下
しも
坂
さか
，比
ひ
叡
え
一，伊勢，主司，二座。
一，法勝寺御修正参勤申楽三座。
　（河内住）新座，（丹波）本座，（摂津）法
ほう
成
じやう
寺
じ
此三座，〔 同
おなじく
〕賀茂・住吉御神事にも相随。
＊＊＊
ここに登場している「外
と
山
び
」は今日の「宝生」であり，「結
ゆう
先
ざき
」は「観世」となり，「坂戸」は
「金剛」となり，「円満井」が「金春」という諸座に，転成して行くわけである。なお，伊勢の「主
司」は，言うまでもなく，「呪師」にほかならない。
世阿弥の父，観
かん
阿
あ
弥
み
（‘かんなみ’とも称される。1333―84年，名は清
きよ
次
つぐ
，法名は観阿弥陀仏。
したがって，観阿と呼ばれることもある）は，結崎座に属し，由緒の古い円満井（金春）座，坂戸
（金剛）座および外山（宝生）座に伍して，前記したように，やがて，春日興福寺に参勤する大和
猿楽四座のうちの一角を占める位置にまで，結崎座を発展させ，これを観世座として，日本の
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《能》の基軸とされる本流をかたちづくって行くこととなる。
結崎は，今日，奈良県磯
し
城
き
郡川西町に所在しており，奈良盆地のほぼ中央に位置している。そし
て，従前の結崎座は，これまで述べて来たような有力社寺の神事猿楽
4 4 4 4
の，とくに「翁」を演じるた
めに，随時，結成される組織であって，観阿弥も，もともとは，結崎より南々東に15㎞ほど離れ
た多武峰山麓の「山田猿楽」の棟梁の家に，生まれたのであった。
世阿弥は『世子六十以後猿楽談儀（申楽談儀）』（70歳の時の著述）のなかで，次のように述べ
ている。
「大和，竹田の座（円満井座のこと―田中補注―），出
で
合
あい
の座，宝生の座と，うち入
うちいり
有。
竹田は，（河勝よりの）根
こん
本
ぽん
の面（聖徳太子御作の鬼面のこと―田中補注―）など，前出の
『風姿花伝』の第四神儀云を参照）など，重代有。出合の座は，先
せん
は山田申楽也。伊賀の国，（平氏
也）服部の，杉の木と云
いふ
人の子息，おうたの中
なか
と申人，養子にして有しか，京にて落
らく
胤
い
腹に子を儲
まう
く。其
その
子を，山田に美濃大
だ ゆ ふ
夫と云人，奏じて有しが，三人の子を儲く。宝生大夫（嫡子），生市
（中），観世（弟），三人此人の流れ也。彼
かの
山田の大夫は，早世せられし也。」
なお，「出合の座」は，奈良県橿
かし
原
はら
市出合を本拠地にしていたと考えられ，生市が棟梁だったと
されているけれども，その「早世」などのため，座の活動が早期に 衰
おとろ
えたようである。
世阿弥の言う「山田申楽」（山田猿楽）は，奈良県桜井市に所在する多
と う の み ね
武峰（談山神社妙楽寺）
を本拠地とする「大和猿楽」の古い一座であった。多武峰は，「談武峰・田武峰・塔の峰」の別称
を有する，「御破裂山」（標高607ｍ）を中心とする峰々の総称である。この辺
あた
りは，奈良盆地の東
南端で，多武峰の背後は，音羽山（852ｍ）から竜門岳（904ｍ）へと北から南へ連なる山並みで
あり，その南側は，もう，吉野川を隔
へだ
てて，吉野の山々となる。
談
たん
山
ざん
神社は，周知のように，藤原鎌足を祭神とする元別格官幣社である。「談山」は，「談
かた
り山」
あるいは「談
かた
らい山」とも呼ばれ，中大兄皇子（後の天智天皇）と藤原鎌足が蘇我入鹿を滅ぼすた
めの計画を「語り合った」場所の意であり，その結果として，645年の「大化改新」が実現したの
であった。多武峰の峰々の西側の麓に，山
やま
田
だ
寺
でら
（蘇我石川麻呂の創建）の廃寺跡があり，周辺の地
名が「山田」であるから，前出の美濃大夫をはじめとして，「山田猿楽」の人びとは，この地に居
住していたのであろう。「山田」地域の南２㎞の地に「石舞台」があり，東北東2.5㎞の地点には
「土舞台」が残っている。前者は，言うまでもなく，蘇我馬子（物部氏と対立して仏教の受容を主
張した蘇我稲
いな
目
め
の子，そして，馬子の長男が蝦
え み し
夷，次男が石川麻呂であり，蝦夷の子が入鹿であっ
た）の墓とされる石室古墳であり，これに対して，後者は，『日本書紀』に「桜井に侍
はべ
らせ，少年
を集めて，伎楽舞を習はしむ」と既述されているように，聖徳太子が百済からの渡来人，味
み
摩
ま
之
し
に
日本初の国立劇場と演劇研究所を設置させた遺構である―桜井市は，現在，この場所を公園とし
ており，例年10月，「 篝
かがり
能
のう
」を催している―。
観阿弥は，そして，おそらくは世阿弥も幼少の頃―世阿弥は，今日なお，生没年も定まってお
らず，山田の地に生まれたのか否かも確定していないのであり，前述のように，佐渡で没したのか
帰洛したのかも判明していない。ちなみに，生年に関しては，1363年と64年の二説がある―，
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「山田猿楽」の演能ならびに修練に励
はげ
みながら，香具山（香具山，歌枕としては「天の香具山」，標
高152ｍ），耳成山（140ｍ）および畝傍山（199ｍ）の大和三山を，毎日，眼にしていた。山田の
地から，香具山は東北東に1.6㎞。耳成山は東北に3.8㎞，そして畝傍山は，ほぼ真西の方角に7.5㎞，
という近さ
4 4
であった。周知のように，これら三山に囲まれた中央部に，「藤原京」（持統・文武・元
明天皇の治世）が造営されていたのである―山田からは2.7㎞という近傍の場所である―。な
お，それに先立って，中大兄皇子（天智天皇）の弟，大海人皇子が天武天皇として即位し，《律令
政治》への途を開いて行った「飛鳥浄
きよ
御
み
原
はらの
宮
みや
（伝飛鳥板
いた
蓋
ぶきの
宮
みや
跡）も，山田の地から，わずか1.5
㎞南に，存在していたのであった。このように，私たちは，観阿弥から世阿弥にかけての，《猿
楽》→《能》の展開・変成の過程が，まさしく，日本の古代国家形成の「歴史」の舞台を背景とし
ていた事実
4 4
を，あらためて，想起しなければならないのである。それは，また，「日本古来の山岳
信仰，自然崇拝に源を発した」（「聖護院門跡」史料）民俗信仰が，インド・中国伝来の「仏教」と
出会い，融合して行く「歴史」の初まりの舞台に，ほかならなかったのである。
私は，50歳代の半ば，唐招提寺と法隆寺を再訪し，さらに，足を延ばして，当
たい
麻
ま
寺
でら
を訪れた。こ
の寺は，今日では，真言・浄土兼宗であるけれども，612年（推古20年）葛城地方の豪族当麻氏に
よって創立され，その後，興福寺の末寺となっていた。時代は推古天皇の治世であり，聖徳太子が
皇太子・摂政として《仏教》の導入を進めていた時期であり，同時に，612年という日時は，まさ
しく，前記した，百済からの渡来人，味摩之によって，呉（三世紀，三国時代の中国南部）の伎楽
4 4
舞
4
が伝えられた寺にほかならないのであった。私は，東塔の 傍
かたわ
らから「大和三山」の低山が行儀
良く並ぶ奈良盆地を一望にしたが，その時には，その東の果
はて
の多武峰の山麓に所在する「山田申
楽」にまでは，想到することはなかった。
当麻寺は，周知のように，中将姫の伝説に連なる「 綴
つづれ
織
おり
当
たい
麻
ま
曼
まん
荼
だ
羅
ら
」―観無量寿経にもとづ
く阿弥陀浄土変相図―という縦・横ともに４ｍという蓮
はす
の糸（実際は絹）で織り成された《浄土
信仰》のシンボルで知られているけれども，私は，それと同様にして，背後の「二
に
上
じょう
山
ざん
」（別称ふ
たかみやま）の意味
4 4
が重要である，と思う。北側の雄
お
岳
だけ
（517ｍ）と南側の雌
め
岳
だけ
（474ｍ）の，こ
の特徴ある双耳峰は，奈良盆地のどこからも眼につく山であり，とくに，これら二つの山の中間の
鞍部の彼方に夕陽が沈んで行く姿から，上述の《浄土信仰》と「聖衆来迎」への憧憬の大きな象徴
となったのである。
世阿弥は「当
た え ま
麻」という作品（前シテの老尼が実は阿弥陀如来の化身であり，後シテは中将姫で，
彼女は「弥陀浄土」を賛嘆して舞う―複式夢幻能の代表作―）を残しているけれども，彼は，
この作品を構想する時，横
よこ
佩
はぎ
大臣藤原豊成の 女
むすめ
である中将姫が法如という尼となり，当麻寺のす
ぐ奥に所在する石
せっ
光
こう
寺
じ
で，一夜にして，寺の前の池の蓮の茎を糸として前記した「曼荼羅」を織り
上げたという故事に想到するにとどまらず，石光寺の背後に 聳
しょう
立
りつ
する雄岳の山頂に葬られている
大津皇子（663―689年）の《悲劇》のことをも，深く想っていたに違いない。よく知られている
ように，大津皇子は，天武天皇の第三皇子であり，弟（第四皇子）の舎
と ね り
人親王（676―735年）は，
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本稿「コミュニケーション行為論」の（二）（2013年）で触れているように，『日本書記』（全30巻，
720年）を編
へん
纂
さん
することとなる。天武天皇が「律令体制」の整備を進める過程のなかで，681年，
第一皇子である草壁皇子（662―689年）が皇太子となり，二年後の683年，大津皇子も朝政に参画
することとなった。
しかし，「歴史」の事実
4 4
を即
ザンハリッヒ
物的に辿るならば，686年９月，天武天皇没し，皇后である鸕
う
野
の
讃
ささ
良
ら
皇女（天智天皇の第二皇女，高天原広野姫）が「称制
4 4
」，同年10月，大津皇子の謀反発覚，689
年４月，皇太子草壁皇子没，同年，大津皇子処刑により死亡，そして，翌690年１月，皇后鸕野讃
良皇女が持統天皇として即位する。
『広辞苑』（第六版）によれば，「称制」とは，「中国では天子が幼少の時皇太后が，また，日本古
代では先帝が崩御後新帝が，即位の式を挙げずに政務を執ること」と，説明されている。したがっ
て，持統天皇が，天皇として「即位」するまでに，４年間の「称制」の任にあったのは，要するに，
自分の息子である皇太子の草壁皇子への皇統の継続を願っての方策だったわけである。ここには，
天武天皇の息子たち，とりわけて，第一皇子である草壁皇子と第三皇子であり，草壁皇子とは異母
弟の関係にある大津皇子，この二人の《悲劇》のドラマが内包されていた。彼ら二人は，一歳ちが
いの異母兄弟であり，上記したように，689年という同じ年に，相次いでこの世を去ってしまうの
であった。前者は，おそらく「病死」と思われるけれども，後者―すなわち，大津皇子―は，
「謀反人」として刑死
4 4
している。しかもなお，前者は，天智天皇の第四皇女である阿
あり
閉
べ
（661―721
年，後に元明天皇として即位）を妃としており，文武・元正両天皇となる二人の息子たちを残して
の死去であり，これに対して，後者は，その「勇敢さと聡明さのゆえに」天武天皇の後を引き継ぐ
皇位継承者の筆頭と目されていた上での，「謀反人」扱いでの死去なのであった―この「歴史の
ドラマトゥルギー」のなかには，実は，もう一人，高
たけ
市
ち
皇子（形の上では天武天皇の第二皇子，し
かし，草壁皇子より８歳の年長であり，「壬申の乱」の際には天武天皇側の軍の指揮官であり，690
年，持統天皇が即位した時には，太政大臣となっているという不可解な
4 4 4 4
人物が存在しているけれど
も，ここでは，これ以上立ち入ることはしない。私は，本稿「コミュニケーション行為論」の
（三）（2014年）において，持統天皇と元明天皇という二人の女帝（彼女たちは，いずれも天智天
皇の娘であり，前者が16歳年上の姉妹なのであった）に言及しているので，この「歴史のドラマ
トゥルギー」の背景については，そちらを参看して頂ければ幸いである。
さて，私たちは，大津皇子の墓の所在する二上山の頂きの向う側，すなわち西側，の中腹には，
聖徳太子の弟（麻呂子皇子）が建立した禅林院の跡があり，その先は，推古天皇その他の 陵
りょう
墓
ぼ
が
多数存在する「王陵の谷」であることを，知らなければならない。この辺りは「太子町」（大阪府
南河内郡太子町）であり，町の西側の叡福寺に，聖徳太子の廟（直径50ｍほどの円墳で，彼は，こ
こに，母の穴
あな
穂
ほ
部
べの
間
はし
人
ひと
，妃の 膳
かしわ
部
での
女
いらつめ
とともに，眠っている）が設けられている。世阿弥の「当
麻」は，このような二上山の山城での「歴史の運動のなかの人間」の《悲劇》を踏まえて，その上
での救済
4 4
を志向して，構想され，やがて，彼自身によって「演能」されたのである。
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観阿弥は，多武峰山麓の「山田猿楽」の出自であったが，前述のように，みずから「結崎座」を
組織して，《猿楽》→《能》の歩みを，一歩進めることとなった。そして，結崎
4 4
の地（奈良県磯城
郡川西町）は，実は，「山田猿楽」の地（奈良県桜井市山田）と当麻
4 4
寺と二上山の地（奈良県北葛
城郡当麻町）を底辺として，それぞれ結崎と山田とを結ぶ，15㎞と，結崎と当麻とのあいだの，や
はり，15㎞とを，二辺とする「正三角形」の頂点の位置に，所在する。世阿弥は，観阿弥が31歳
（もしくは32歳）の時に生まれているから，実質的には，その幼少の時期を，結崎の地で過してい
た，と考えられよう。いずれにしても，観阿弥と世阿弥の父子二代の努力によって達成された《猿
楽》→《能》の発展と転成，ならびに《能》の確立は，このようにして，「山田猿楽」の背景を成
していた大和三山の「小三角形」―北に位置する耳成山を頂点として，東の香具山と西の畝傍山
とを結ぶ底辺とする三角形は，おおよそ，一辺を３㎞とする正三角形である―を「ひとつの準拠
枠」とし，次いで，今述べて来たばかりの結崎，山田および当麻の三点を結ぶ一層大きな正三角形
を「もうひとつの準拠枠」としながら，進められて行ったのである。「万葉集」の巻五に「きこし
をす国のまほらぞ」と詠まれ，『日本書紀』「景行紀」に「大和は国のまほろば」と称された，これ
らミクロ・マクロの「正三角形」の地―「まほ」は真秀
4 4
であり，マは接頭語，ホは「抜きんでた
もの」の意，さらに，「場所」を示す接頭語ラの音便変化ロが結合され，「すぐれた良いところ」を
意味する―は，その美称にもかかわらず，血で血を洗う政争
4 4
の場であり，権謀と術策のうずまく
《政治的》社会関係の展開する「場」にほかならない，のであった。
観阿弥は，田楽本
ほん
座
ざ
の一忠から多くの影響を受けながら―世阿弥は，70歳の時の著述『世子
六十以後申楽談儀』のなかで，「彼
かの
一忠を，観阿は『我が風
ふう
体
てい
の師也』と申されける也。道阿又一
忠が弟子也。一忠をば世子は見ず」と，記している―
＊＊＊＊
とくに，「曲
くせ
舞
まい
」―叙事的な詞章を
鼓に合わせて歌い，舞う―の達人として，《能》の大成への道を，一歩進めた。もともと，「曲
舞」は，男性は直
ひた
垂
たれ
，女性は水
すい
干
かん
・立
たて
烏
え
帽
ぼ
子
し
で舞ったから，この舞の導入・発展には，白拍子の
《歌・舞》からの影響も，含まれていたであろう。
1355年，将軍足利尊氏の治世の下，京都醍醐寺の《祭礼》に「大和猿楽」の演能があり，これに，
当年23歳の観阿弥も参加していたと思われる。また，1364年，室町期の２代将軍義詮の治世，や
はり，京都の薬王寺で「大和猿楽」の勧進能があり，これにも観阿弥は出演していたのであろう。
そして，1375年，第３代将軍義満の臨席の下，前述したように，京都今熊野（新熊野神社）にお
いて，父観阿弥とともに，12歳（もしくは13歳）の美少年，世阿弥が演能のデビューを果すので
あった。
観阿弥の作品としては，「卒塔婆小町」，「自然居士」があり，「通小町」も観阿弥の原作に世阿弥
が後に手を加えたもののようであって，「吉野静」，「 求
もとめ
塚
づか
」，「松風」，「江口」なども，作詞・作曲
のいずれかを観阿弥が行い，それを世阿弥その他が改作したと考えられている。
私は，ここでは，観阿弥の作品であることが確証されている「自然居士」の内容をとりあげて，
検討することにしたい。
シテである自
じ
然
ねん
居
こ
士
じ
は，喝
かつ
食
しき
・掛
か
絡
ち
・絓
しけ
水
みず
衣
ごろも
・白大
おお
口
くち
の装いであらわれ，アイは，京都東山雲
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居寺門前の者で，狂言上
かみ
下
しも
のいでたちである。自然居士は，「日本名僧伝」によれば，和泉（大阪
府）の人で，南禅寺の開山の普門（大明国師）に師事したとされているけれども，このシテがそれ
と同一の人物であるか否かは不明である。なお，「居士」とは，通常，男性の戒
かい
名
みょう
の下に付ける語
であるが，この場合には，「在家で仏道の修行をする男子」すなわち優
う
婆
ば
塞
そく
のことを，指している。
登場の囃
はや
子
し
なしに，アイが登場し，常座（舞台左奥，太鼓座前）に立って自然居士の説法のこと
を述べた後，舞台口へ行き揚幕（橋がかりの一番奥，鏡の間との仕切りの幕）に向かって声をかけ，
狂言座（橋がかりの一番手前の奥，後見座の左側）に着座する。
アイ「かやうに候ふ者は，東山雲居寺の門前に住まひする者にて候。ここに自然居士と申す説経
者のかたり候ふが，雲居寺造営のため，七日の説法を御述べ候。すなわち今日結
けち
願
がん
にて，聴衆も群
衆仕り候ふ 間
あいだ
，急ぎ居士を呼び出
いだ
し，説法を述べさせ申さばやと存ずる。
アイ「（舞台口で，揚幕へ向いて）いかに居士へ申し候。聴衆も群衆仕り候ふ間，急ぎ御出であ
って説法を御述べ候へや。
登場の囃子なく，シテの自然居士が登場して，一の松（橋がかりの手前，脇正面側に，揚幕から
舞台にかけて三本の松が立てられているけれども，その一番舞台に近い松）に立って台
せ り ふ
詞を述べ，
続いて舞台に入り，大小前（正面中央の奥，小鼓座，大鼓座の前）で 床
しょう
几
ぎ
に腰をかけて「夕の空
の雲居寺」以下を述べる。シテが台詞を述べはじめると，子
こ
方
かた
の女
にょ
児
じ
が小袖を左腕にかけ，文
ふみ
を持
って登場する。アイは，一の松へ出て，シテの謡にかまわずに台詞を述べて，子方を連れて角
すみ
（舞
台手前の左の隅，目付柱の横）へ行き，シテへ向いて着座させ，子方の持って出た小袖をシテの前
に広げて置いた後，文を右手に持って脇正面でシテへ向いて膝をつく。
＊＊＊＊＊
喝
かつ
食
しき
とは，『広辞苑』（第六版）によれば，「（カツジキ，カシキとも。喝は唱
とな
える意）禅家で，大
だい
衆
しゅ
誦経の後，大衆に食事を大声で知らせる役僧。後には有髪の少年が勤め，稚
ち
児
ご
とも称した。喝食
行者」であり，この「自然居士」では，シテは，銀杏型もしくは「おかっぱ」型の前髪，両頰
ほほ
に笑
え
窪
くぼ
のある，切れ長の眼の《面》を，付けている。
実は，上述の場面での子方
4 4
の女児は，「人買い」に買い取られた少女であり，「文
ふみ
」は諷
ふ
誦
じゅ
文
もん
なの
であった。
シテ「や，これは諷誦を御
おん
上
な
げ候ふか（子方へ向く）。
アイ「げにこれは美しき小袖にて候。急いでこの諷誦文を
ノ
御覧候へ。
シテ「（文を捧げて）敬つて申
まう
す請
う
くる諷誦の事，三宝衆僧の御布施一
いつ
裏
しや
，右志すところは，二
親精霊頓
とん
証
しよう
仏果のため，蓑
みの
代
しろ
衣
ごろも
一重，三宝に供養し奉る。かの西天の貧女が（文を下ろす），
一衣
え
を僧に供ぜしは，身の後の世の逆善，今の貧女は親のため。（ふたたび文を捧げる）
これに続いて，地謡が「上げ歌」を《歌い上げる》―そのなかには，「先
せん
考
こう
先
せん
妣
ぴ
諸共に，同じ
台
うてな
に生れんと，読み上げ給ふ自然居士，墨染の袖を濡
ぬら
せば，数の聴衆も色々の，袖を濡さぬ人は
なし」という一節が含まれている―けれども，その間に，ワキ，ワキツレの「人
ひと
商
あき
人
びと
」が登場し，
ワキは一の松，ワキツレは二の松に立つ。
ワキ「〈名ノリ〉かやうに候ふ者は東
とう
国
ごく
方
がた
の人商人にて候。このたび都に上り，あまた人を買ひ
33
コミュニケーション行為論（五）
取りて候。また十四五ばかりなる女を買ひ取りて候ふが，昨日少しの間 暇
いとま
を乞ひて候ふほどに遣
や
りて候ふが，いまだ帰らず候。
ワキ「な
ノ
うわたり候ふか。昨日の幼き者は親の追善とやらん申して候ひつるほどに，説法の座敷
にあらうずると存じ候。自然居士の雲居寺に御座候ふほどに，立ち越え見
ミ
うずるにて候。
こうして，「人買い」は聴衆のなかに子方の「女児」を見つけ出し，これを，強引に連れ出そう
とする。一方，「自然居士」は，彼女が，わが身に代えて得た「小袖」を献じたものと察し，その
「小袖」を「人買い」に返して，「女児」を取り戻そうと決意することになる。
私は，観阿弥のこの作品のなかで，次の部分に，最も強く留目している。それは，自然居士が
「人買い」を琵琶湖畔にまで追い掛けて，いよいよ子方の「女児」を助けようとする場面での，以
下のような折衝にほかならない。
シテ「あら不便の者や，連れて帰らうずるぞ心安く思い候へ。
ワキ「なう自然居士舟より御下り候へ。
シテ「この者を賜り候へ。小袖を召され候ふ上は返し賜らうずるにて候。
ワキ「参らせたくは候へどもここに笑止が候。
シテ「何事にて候ふぞ。
ワキ「さん候われらが中に大法の候。それをいかにと申すに，人を買ひ取って再び返さぬ法にて
候ふほどに，之参らせ候ふまじ。
シテ「委細承り候。またわれらが中にもかたき大法の候。かやうに身を徒になす者に行き逢ひ，
もし助け得ねば再び庵室へ帰らぬ法にて候ふほどに，そなたの法をも破り申すまじ，またこなたの
法をも破られ申すまじ，（後略）
私が注目する問題の焦点
4 4 4 4 4
は，ワキ（「人商人」）が「それは，われらの仲間に重い掟
4 4 4
があるのです。
どういうことかと申すと，人を買い取った以上，ふたたび返すことはしないというきまり
4 4 4
でありま
す。したがって，さしあげることはできません」と主張し，これに対して，シテ（「自然居士」）が
「よく判りました。ところで，私たちの仲間にも，厳重な規則
4 4 4 4 4
があります。この子方―女児―
のように，自分で自分の身を大事にしないような者に出会って，もし助けることができない時には，
二度と庵室へ戻らないというきまり
4 4 4
であります」と反論しているところに，存在する。観阿弥だけ
ではなくて，世阿弥の「桜川」やその長男（観世三郎）元
もと
雅
まさ
の「隅田川」から森鷗外の『山椒大
夫』に至るまで，当代の《人身売買》は，すでに「ひとつの商取引」の《関係》であり，「人買
い」（人商人
4 4
）たちは，その《経済的》社会関係を成立させている「大法」・「法」の存在
4 4
と合法性
4 4 4
とを，声高に主張しているのである。しかもなお，観阿弥の描き出す「自然居士」―まだ修業の
途上にある16～７歳の少年僧―は，「今の世は善人，商
あき
人
びと
は悪人，善
ぜん
悪
あく
の二道ここに極
きはまツ
って候は
いかに」と言い切って，この子方―「女児」―を，救い出すのであった。観阿弥と世阿弥の二
人が《猿楽》→《能》の発展・確立のために生涯を懸
か
けたのは，あらためて言えば，南北朝時代か
ら室町中期にかけての《歴史》の過程において，であった。それは，足利幕府の脆弱な《政治的》
社会関係の支配力とは対照的に，各地における守護領国制の発達と平行して，農業生産力が飛躍的
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に高まり，前述したような有力社寺の《座》の展開と相
あい
俟
ま
って，「商品」流通が増大し，《経済的》
社会関係の規定性
4 4 4
が強まって行く歴史過程，にほかならなかった。
観阿弥の「自然居士」のエピローグは，以下の通りである。
地謡……とうとうと，鼓をまた打ち（羯鼓を打つ）―（演能にあたって，「喝食」の面
4
を付
けた際には，必ず，羯鼓の舞を舞うきまり
4 4 4
がある―田中補注―）― 簓
さゝら
をなほ擦り，狂言な
がらも，法の道，今は菩提の（子方へ寄る），岸に寄せ来る，舟の内より，ていとうと―（羯鼓
の擬音―田中補注―）―うち連れて（子方を立たせて先にやる），ともに都に上りけり，と
もに都に上りけり（常座で留拍子を踏む）。
世阿弥の作品は，今日までのところ，下表のようにまとめられる。
世阿弥作と信じられる曲
世阿弥作の可能性が強い曲
世阿弥が改作又は作曲した曲、ないしは何等かの形で世阿弥が手を入れた曲
老
　
体
神
　
能
　
○□※
　
弓八幡
　
○□
　
高
　
砂 （相生）
　
○□
　
養
　
老
　
○□
　
老
　
松
　
□※
　
放生川
　 　　
（八幡放生会）
○△□※
　
蟻
　
通
　
△□
　
富士山
　
△□※
　
伏
　
見
女
　
神
　　
○□
　
鵜
　
羽
　
○△□
　
箱
　
崎
　
□※
　
右
　
近 （右近馬場）
老
　
舞
　　
△□
　
西行桜
　　
□
　
阿古屋松
　 　
（炭焼の改作か）
遊
　
舞
○△□※
　
融
　　
（塩釜）
　　
△※
　
当
　
麻
△□※
　
須磨源氏
　　　
（光源氏）
女
　
体
　
△□※
　
井
　
筒
　
○□
　
檜
　
垣
　　
○
　
夕
　
顔
　
※
　
関寺小町
　
□
　
姥
　
捨
　
○△□※
　
松
　
風 （塩汲）
　 　　　　　　　
（松風村雨）
　
△
　
采
　
女 （飛火）
　
○□
　
浮
　
舟
　
○△□
　
盲
　
打
物
　
狂
　
女
　
△□※
　
班
　
女
　
△□
　
花
　
筐
　 　　　　　
（注一）
　
△□
　
桜
　
川
　
△
　
水無月祓
　
□
　
蟬
　
丸 （逆髪）
　
△○□※
　
百
　
万 （嵯峨物狂）
　 　
□※
　
柏
　
崎
物
　
狂
　
男
　　
○□
　
逢坂物狂
　
○△□
　
高野物狂
　
（注二）
　
□
　
土
　
車
　
△□
　
芦
　
刈 （難波）
　
○※
　
東岸居士
　　　
○□
　
丹後物狂
劇
　
能
　　
△
　
春
　
栄
軍
　
体
　
○△□
　
忠
　
度 （薩摩守）
　
○□
　
清
　
経
　
○□
　
敦
　
盛
　
○□
　
頼
　
政
　
○△□
　
実
　
盛
　　
□
　
八
　
島 （屋嶋）
　　　
○□
　
通
　
盛
鬼
　
能
怨霊
　　　
□
　
砧
　
○△□
　
恋重荷
　
△□
　
鏑
　
木
　　
○△□
　
船
　
橋 （佐野舟橋）
　
○△□
　
通小町（四位少将）
　
△□
　
葵
　
上
鬼
　
神
妖
　
怪
　　
○□
　
泰山府君
　
□※
　
山
　
姥
　
△
　
野
　
守
　
△
　
鵺
　　　
△□
　
鵜
　
飼
※注一
　
サシ・クセは観阿弥作「李夫人」
　
注二
　
クリ・サシ・クセは元雅作か。
　
曲目の上の記号は、その曲名が記されている文書。
　
○
　『三道』
　　　　
□
　『申楽談儀』
　
△
　『五音』
　
※
　
そのほか、世阿弥関係の文書及び自筆本。
第１表　世阿弥作品一覧表
（出所：観世寿夫「世阿弥の世界」『観世寿夫著作集』―，1980年，平凡社，142-3頁。）
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コミュニケーション行為論（五）
なお，『三道』は世阿弥61歳の時に次男七郎元能に相伝した著述であり，『申楽談義』は前出の，
70歳の時に書かれた『世子六十以後申楽談儀』のことであり，『五音』は，正確な年時は未だ確定
していないけれども，やはり70歳代に入ってからの著述（「曲風論」）である，と考えられている。
世阿弥は，『至花道』（58歳の著述）の冒頭で，「習道の入門は，二曲・三体を過ぐべからず。二
曲と 申
まうす
は舞歌なり。三体と申は物まねの人体也」と，主張する。彼は，また，この書物のなかで，
「能に体
タイ
・用
ユウ
の事を知るべし。体
タイ
は花
ハナ
，用
ユウ
は 匂
ニホイ
のごとし。又は月と影とのごとし。体をよく 心
得たらば，用もおのづからあるべし」と述べ，「二曲三体よりをのづから出
いで
来
く
る用
ユウ
風
フウ
を，自
し
然
ぜん 〳
〵自然
に待べし」と言う。
＊＊＊＊＊＊
二曲三体は，具体的には，「児姿遊舞二曲の本風」に始まり，「老体・老舞」，「女体・女舞」，「軍
体」と進み，さらに，「砕動風鬼」，「力動風鬼」，「天女」および「砕動之足
ソク
踏
トウ
」を，論じている。
言うまでもなく，私は，《能楽》の専門家でもないし，日本史世史の研究者でもない。したがっ
て，私の文化社会学は，観阿弥・世阿弥の父子が旧来の「大衆芸能」としての《猿楽》から演劇
4 4
・
音楽
4 4
・舞踊
4 4
の三つの要素を総合した「舞台芸術」としての《能》を確立する努力を，本稿で，彼ら
の《コミュニケーション行為》の骨格をとらえながら，理解しようと試みているのであった。すで
に，『自然居士』という作品で具体的に見て来たように，観阿弥の段階で，《能》の演劇性―ドラ
マトゥルギー―は，十分に明確であり，しかも，その演劇性の「中枢」とも呼ぶべきクライマッ
クスにおいて，シテ方（自然居士）は，ワキとワキツレ（人商人たち）から「子方」の女児を取り
戻すべく，十分に舞う
4 4
のであった。そして，「現在能」として完成に向かいつゝあった　観阿弥の
《能》は，世阿弥によって，「夢幻能」というさらに高次の段階の「舞台芸術」へと，引き上げられ
て行くのである。私は，この一点に焦点を絞って，以下，「井筒」という世阿弥の作品を分析しな
がら，彼の《コミュニケーション行為》の構造を明らかにして行きたい，と思う。
「井筒」は，世阿弥晩年の作―彼は，多くの場合，みずからの著作のなかで，父である観阿弥
や自分の作品をはじめとして，具体的な作品・曲名を挙げながら論述を進めるのであるが，この曲
名は，『申楽談儀』ならびに『五音』では言及されているけれども，『三道』には登場していない。
したがって，『風姿花伝』（ほぼ38歳から56歳にかけての論述）から『至花道』（58歳）に至る《芸
術》理念の彫琢を踏まえて，世阿弥が60歳代の半ばから後半の年齢に入ってからの創作であると
思われる―である。しかも，彼自身，『申楽談儀』において，「井筒，上花也」と自讃しているの
であって，―上花
4 4
とは『九位』
＊＊＊＊＊＊＊
に詳述されている「上三花」のことであり，「閑花風」
と「寵深花風」の域を超えて，最高位の「妙花風」にまで到達し得るという自負までもが，感じ取
れる―，私たちは，この作品を，世阿弥の能作の最高傑作と考えてよいのであろう。
「井筒」の登場人物は，次の通りである。
ワキ　旅僧　角帽子・絓
しけ
水
みず
衣
ごろも
・無地熨
の
斗
し
目
め
シテ　女　若女・唐
から
織
おり
アイ　 櫟
いちの
本
もと
の者　長上
かみ
下
しも
後シテ　井筒の女　若女・初
うい
冠
かんむり
・長絹・縫箔腰巻
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後見が 薄
すすき
を付けた井筒の作り物を正面先に置く。〔名ノリ笛〕とともに，旅僧の姿のワキ登場。
常座に立って，〈名ノリ〉を述べる。続いて中央へ出て，作り物へ向いて，〈サシ〉―拍子に合わ
ず，よどまずに流れるように謡う「節の付いた 詞
ことば
」―以下を謡い，脇座に着座する。
〔名ノリ笛〕
ワキ「〈名ノリ〉これは諸国一
いっ
見
けん
の僧にて候。われこの程は南都七堂に参りて候。またこれより
初瀬に参らばやと存じ候。これなる寺を人に尋ねて候へば，在
あり
原
わら
寺
でら
とかや申し候ふほどに，立ち寄
り一見せばやと思ひ候。
＊＊＊＊＊＊＊＊
「南都七堂」は，言うまでもなく，奈良七大寺のことであり，東大寺，興福寺，元興寺，大安寺，
薬師寺，西大寺，法隆寺の七寺を指している。そして，「在原寺」は，在原業平建立の寺とされて
いるけれども，早期に荒廃してしまったようで，今日では，その旧跡として，天理市石上の在原山
本光明寺，同市布留の良峰山石上寺，同市櫟本の在原神社，の三ヶ所が挙げられており，したがっ
て，この「井筒」の舞台がそれらのうちの何処であるかは，未だ定まっていない。ただし，これら
の地は，いずれも，観阿弥の活躍の根拠となり世阿弥が幼少の時期から成人する頃まで住んでいた
「結崎座」の所在したところから，東に，４～５㎞という近傍の場所であるという事実は，看過さ
れるべきではない。
〔次第〕の囃
はや
子
し
で里の女の姿のシテ登場。右手に数珠，左手に木の葉を持つ。常座に立ち，鏡板
へ向いて，〈次第〉を謡い，続いて正面を向いて〈サシ〉以下を謡う。〈上
あげ
歌
うた
〉の末尾で，木の葉を
手向けて合掌する。
〔次第〕
シテ〈次第〉 暁
あかつき
ごとの閼
あか
伽の水，暁ごとの閼伽の水，月も心や澄ますらん。
シテ〈サシ〉さなきだにもののさびしき秋の夜の，人目稀
まれ
なる古寺の，庭の松風更
ふ
け過ぎて，
月もかたぶく軒
のき
端
ば
の草，忘れて過ぎし 古
いにしへ
を，忍ぶ顔
かほ
にていつまでか，待つ事なくてながらへん，
げに何事も思い出の，人には残る世の中かな。
シテ〈下
さげ
歌
うた
〉ただいつとなく一
ひと
筋
すじ
に，頼む仏の御
み
手
て
の糸，導き給へ法
のり
の声。
私は，1991年８月２日に，初めて，「井筒」を， 薪
たきぎ
能で観賞した。その後，何度か見る機会が
あり，また，資・史料で舞台写真や「詞章」の分析等を参照して来たけれども，観世寿夫や片山九
郎右衛門の演じるシテの唐織，後シテの長絹の「立ち姿」は，何とも言えず《濃艶》であり，優美
である。
しかし，注目しなければならないのは，揚
あげ
幕
まく
があき，大鼓・小鼓ならびに笛が奏
かな
でる静かな登場
楽にのって，橋がかりを歩んで来たシテが，舞台に入った直ぐのところの「常座」に立って，鏡板
―舞台奥の大きく老松が描かれている羽目板―の方を向いて，〈次第〉を謡う場面であるだろ
う。すなわち，「里の女」の姿であらわれたシテは，観客である私たちに背を向けた，後ろ向きの
姿勢で，「暁ごとの閼伽の水，暁ごとの閼伽の水，月も心や澄ますらん」と，謡い出すのである。
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コミュニケーション行為論（五）
この点について，みずから「井筒」のシテを演じた観世寿夫は，次のように言う。
「主役であるシテが舞台に登場するや否や，観客に背中を向けるという演出は，常識的にはおか
しいことである。これは，『井筒』などの場合は，『次第』が一曲全体の主題を暗示するような要素
を含んでおり，主役個人のセリフとならない方が大きな広がりを感じさせるための演出で，能の舞
台の構造を実にうまく生かした型
かた
である。」
＊＊＊＊＊＊＊＊＊
「在原寺」とは，要するに，在原業平（825～880年，阿保親王の第五子，「在五中将」とも呼ば
れた。阿保親王は平城天皇の第一皇子―810年の「薬
くす
子
こ
の変」に連座して太宰府に流される―
だったから，業平は天皇の孫ということになる。「六歌仙」・「三十六歌仙」のひとり）の旧邸なの
であり，『伊勢物語』（作者不詳，成立年時不明）十六段・二十三段にあるように，業平とその妻
（紀　有常の娘）との「生活の場」なのであった。そして，世阿弥は，60歳代半ばから後半の老境
に入って，この業平と「井筒の女」とのあいだの《関係の豊かさ》を，観世寿夫が述べているよう
に，《自然》の大きな広がり
4 4 4 4 4 4
のなかで再定位し，実に美しく，肌
き
理
め
細
こま
やかに，描き出して行くので
ある。
シテ―「里の女」，実は，紀　有常の娘―は，「暁ごとに仏前に水を供えると，暁ごとに水を
汲んで仏に供えると，その水に月も清らかに澄み，私の心を澄ませてくれるようだ」と，〈次第〉
を謡った後，次のように続ける。
シテ〈サシ〉さなきだにもののさびしき秋の夜の，人目稀なる古寺の，庭の松風更
ふ
け過ぎて，
月もかたぶく軒端の草，忘れて過ぎし 古
いにしへ
を，忍ぶ顔にていつまでか，待つ事なくてながらへん，
げに何事も思い出
で
の，人には残る世の中かな。
シテ〈下
さげ
歌
うた
〉ただいつとなく一筋に，頼む仏の御
み
手
て
の糸，導き給へ法
のり
の声。
世阿弥は，本稿13節で詳述して来た『金島書』にも明らかなように，《自然》の描写に特段の技
4 4 4 4
量
4
を発揮するが，この「井筒」において，その叙景の《記号》表現は，「庭の松風更
ふ
け過ぎて，月
もかたぶく……」という風景描写から，「待つ事なくてなからへん，げに何事も思い出
で
の，人には
残る世の中かな」というシテの心情のそれへと，きわめて滑
なめ
らかに移調し，「……頼む仏の御
み
手
て
の
糸，導き給へ法
のり
の声」―仏の，衆生を極楽へ導く五色の糸にすがる私を，お導き下さいと《仏
法》を唱えます―と謡いつゝ，シテは，舞台正面へ少し歩み出て―すなわち，私たち観客の方
へと近寄って―，膝をつき，合掌するのである。
「井筒」の構成は，下表の通り，である。
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私が，「井筒」のなかで，最も大切に思っている部分は，前段の最後，破三段の半ばから，後段
の急，とりわけて序の舞
4 4 4
を舞った後にかけてのそれ，である。
ワキ（旅の僧）が，「なほなほ業平の御
おん
事
こと
詳しく御物語り候へ」と述べ，これに，地謡の〈クリ〉，
シテの〈サシ〉が続き，さらに
地謡〈クセ〉昔この国に，住む人のありけるが，宿
やど
を並べて門
かど
の前，井筒に寄りてうなゐ子の，
友だち語らひて，互ひに影を水鏡， 面
おもて
を並べ袖をかけ，心の水もそこひなく，移る月日も重なり
て，大
お と な
人しく恥がはしく，互ひに今はなりにけり。その後かのまめ男，言葉の露の玉
たま
章
づさ
の，心の花
も色添ひて，
シテ筒
つつ
井
ゐ
筒
づつ
，井筒にかけしまろが丈，
地謡生ひにけらしな，妹見ざる間に……
この部分は，世阿弥自身が「開
かい
聞
もん
の在所」と主張している，重要な部分である。彼は，『三道』
（61歳）のなかで，「開聞 者
といっぱ
，二聞
もん
一感をなす際
きは
也。其
その
能一番の本説の 理
ことはり
を書きあらはして，数
しゅ
人
にん
の心
しん
耳
に
を開く〔一
いち
聞
もん
〕に，又其理をあらはす文言，曲声にかなひて，理・曲一音の聞
もん
感
かん
をなして，
即座に一同の褒美を得る感所也。理・曲二聞
もん
を，一音の感にあらはす 堺
さかひ
を，開
かい
聞
もん
と名付く」
＊＊＊＊＊
＊＊＊＊＊
と，言うのである。
井
　　　　　　　
筒
序破急
舞
　
台
　
経
　
過
小
　　
段
　　
名
前段
　
序
１２３４
ワキの登場ワキのセリフワキの謡ワキの謡
名ノリ笛（登場楽）コトバ（名ノリ）サ
　
シ
下
　
歌
破一段
５６７８９
シテの登場シテの謡シテの謡シテの謡シテの謡
次
　
第（登場楽）
次
　
第
サ
　
シ
下
　
歌
上
　
歌
破二段
1011
ワキと 掛合地
　
謡
コトバ途中からサシ上
　
歌
破三段
121314151617
ワキのセリフ　（流儀によってなし）地　
謡
シテの謡と 謡地
　
謡
　
途中にシテ謡一句
シテの謡と 謡の掛合シテの中入
コトバク
　
リ
サ
　
シ
ク
　
セ
ロンギ笛の流儀により「送り込み」の独奏あり
18192021
アイの名ノリアイとワキの掛合アイの語アイとワキの掛合
笛の流儀によりアシライあり
後段
　
急
22232425262728293031
ワキの謡後シテ 登場後シテの謡後シテの謡地
　
謡
後シテの舞後シテと地謡の掛合後シテの謡より 謡
上
　
歌（待謡）
一
　
声（登場楽
サ
　
シ
一
　
声
一声のつづき序ノ舞ワカより大ノリ下ノ謡平ノリ（キリ）
第２表　「井筒」の構造
（出所：観世寿夫，前掲書，158-9頁。）
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実際，「井筒」という能は，このように，『伊勢物語』における在原業平と紀　有常の娘の「恋物
語」を曲舞
4 4
に載
の
せながら，シテの「里の女」→「紀　有常の娘」という《劇的な変換》を，生み出
して行くのであった。観世寿夫は，この点について，次のように述べている。「型付としては，『恥
づかしながら我なりと』と静かにワキへ向いて，『言ふや注
し
連
め
縄
なわ
の長き世を，契りし年は筒井筒』
と正面へ向き直って立ち上がるだけの動作であるが，その間に，完全に，里の女から紀　有常の娘
への転身が表現されなければならないのだ。つまり，立ち上がるといったひとつの動作の中で，前
シテから後シテに変わってしまうことがなされなければ，これから後の場面への橋渡しができない
から，後が演じられないことになるのである。技術的に言えば，ワキへ向いている姿勢から正面へ
向き，立ち上がるまでの息のつめ，そして，立ち上がった時は，眼に見えない力によって観客全体
を，シテ一人に　引きつける内面からの訴えかけがなければ，駄目なのである。」
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
『井筒』は，中入の後，アイ狂言に移り，それから，後段に入って《急》となる。
ワキ〈上歌〉更けゆくや，在原寺の夜の月，在原寺の夜の月，昔を返す 衣
ころも
手
で
に，夢待ち添へ
て仮
かり
枕
まくら
，苔の 筵
むしろ
に臥しにけり，苔の筵に臥しにけり。
〔一声〕の囃子で，業平の形見の衣を着た後シテの井筒の女（紀　有常の娘）が登場し，常座に
立って謡い出す。続いて〔序の舞〕を舞う。常座で舞を留める。
〔一声〕
シテあだなりと名にこそ立てれ 桜
さくら
花
ばな
，年に稀なる人を待ちけり。かやうに詠みしもわれなれ
ば，人待つ女とも言はれしなり。われ筒井筒の昔より，真弓槻弓年を経て，今は亡き世に業平の，
形見の直
ノ ほ し
衣身に触れて（左袖を見つめる），恥かしや，昔男に移り舞，
地謡雪を廻らす，花の舞。
〔序の舞〕
常座で〈ワカ〉を謡い，以下掛合いの謡に合わせて舞い，常座で留める。
『井筒』は，「詞章」だけを見れば，かなり「小
こ
振
ぶ
り」の作品であり，前出の，観阿弥の『自然居
士』のそれの半分ほどの能作である。全体的に，『安宅』（四番目物，雑物）や『八島』（二番目物，
修羅物）のように，「演劇的要素」の強い作品の方が，長大な「詞章」を有する。それにしても，
同じ（三番目物，鬘物）の『松風』の「詞章」に比べて見ても，『井筒』のそれは，かなり，短か
く感じられるであろう。
それにもかかわらず，世阿弥の最高傑作としての『井筒』は，まさしく，「演劇的要素」・「音楽
的要素」ならびに「舞踊的要素」の絶妙に融合した舞台を生み出すのであって，その内容の充実と
奥深さ
4 4 4
とは，「詞章」の《記号》表現のみ
4 4
では，到底，理解できない。後段のクライマックス―
文字通りの《急》―の導入となる〔序の舞〕は，実に，14～５分ほどの長さで，舞われる。前
述の地謡雪を廻
めぐ
らす，花の袖―はなやかな袖を，風が雪を吹きまわすようにひるがえす，その
美しい舞姿―の《コロス》に載って舞いはじめた「初
うい
冠
かんむり
・長絹・縫
ぬい
箔
はく
腰巻」の後シテは，貴公
子（業平）と若女（有常の娘）の「合体」した姿であり，
40
地謡筒井筒，井筒にかけし，
シテまろが丈
たけ
，
地謡生
お
ひにけらしな，
シテ生ひにけるぞや。
地謡さながら見見えし，昔男の， 冠
かむり
直
ノ ほ し
衣は（角へ行き，扇をかざして左へまわる），女とも見
えず，男なりけり，業平の面影（大小前より作り物へ寄り，左袖を通して井筒をのぞき込む）
シテ見ればなつかしや（水の面を見つめる），
観世寿夫の後シテは，優美に舞いながら，七～八本の 薄
すすき
の付いた井戸をのぞくのであり，他方，
片山九郎右衛門は，舞の途中で，膝をつき，井
い
桁
げた
に肘をもたらせてのぞき込みつゝ，「男なりけり，
業平の面影」と，水鏡
4 4
に映った自分の姿を，謡うのであった。
管見にしたがうならば，世阿弥のコミュニケーション行為―《文化的》社会関係の構築の営為
の裡には，次のような，三つの特色が見出せる。
第一に，それは，「時間」と「空間」の把握，とりわけて「時間」の推移の把握とその描写にあ
る。観阿弥の能作―「現在能」―の「時間」進行は，『自然居士』の例にあるように，現在
4 4
→
未来
4 4
の「順接」的な進行であった。これに対して，世阿弥の作品―「夢幻能」―において，
「時間」は，現在
4 4
→過去
4 4
，そして，過去
4 4
→現在
4 4
と，「逆接」的かつ「複層」的に，把握されている。
第２図に即して言うならば，観阿弥の作品において，「時間」進行は，単純に，T-1→Tであり，
T→T+1である。しかし，世阿弥の能作にあっては，それは，T→T-1であり，また，T-1→Tがこ
れに積層化される，一層複雑な展開として，把えられ，描き出されるのであった。
『井筒』の終曲は，地謡による，次のような《コロス》である。
地謡われながらなつかしや（少し下がって，シテは「シオリ」―指を伸ばして揃え，斜めに
顔を被
おお
い， 面
おもて
を伏せて泣くこと―田中補注―をする）。亡婦魄
はく
霊
れい
の姿は，しぼめる花の，色な
ノ
うて匂ひ（常座のあたりで左袖と扇で面を隠して膝をつく），残りて在
あり
原
わら
の（立つ），寺の鐘もほの
ぼのと（足拍子を踏む），明くれば古寺の（目付柱へ向いて「雲
くも
の扇
おうぎ
」―左手を前に出し，開い
た扇を持った右手をその上に重ねた後，右手は斜め上に，左手は斜め下にと，両手を引き分けて上
方を望む型―田中補注―をする），松風や芭蕉葉の，夢も破れて覚めにけり（常座で足拍子二
つ踏む），夢は破れ明けにけり（左袖を返して留拍子を踏む）。
世阿弥の「夢幻能」において，「夜明け」は，実に多く登場し，その含意も重い。とくに，
『 融
とほる
』（切能・五番目物）の終曲の場面は，「満月の夜明け」である。周知のように，満月の日には，
「月の入り」の時が，まさしく，「日の出」の時であるから，「夜明け」前後の「時間」の進行は，
西には「沈もうとする月」が残っており，しかも，東の空は劇的に明るさを増し，遂
つい
に，太陽が昇
ると，同時に，月は消える―『融』にあって，左大臣源　融の「魄霊」は，「月世界」へと帰っ
て行くのである―。
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
既に，本稿の13節で検討して来た最晩年の作『金島書』の例
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にも見られたように，世阿弥の叙景
4 4
の《記号》表現は，実に，美しく，古今東西の文献・古典を踏
襲して重厚である―おそらく，この点については，当代の歌学者・連歌作者であり，摂政・関白
であった二条良基からの影響があったであろう―けれども，実は，この「夜明け」の描写からも
明らかであるように，個別的な《自然》現象のシンタクティカルな描写にとどまらず，その背後に
ある《全自然史的運動》―太陽の運動，地球の「自転」，そして，月の「公転」は，それぞれ，
その一部である―にまで，世阿弥の眼は，届いていた。
私たちは，第二に，観阿弥の「仏法」と世阿弥のそれとの異同を，明らかにする必要があるだろ
う。前者の『自然居士』にあって，「仏法」は，人
ひと
商
あき
人
びと
たちの《経済的》行為の「道理」と「大
法」に対抗し，それを超越して行くために，提起され，主張されていた。室町時代には，稲作技術
の進歩（「二毛作」から「三毛作」までもが登場し，品種改良も進み初めていた）と絹・綿・麻の
織物，美濃紙・但馬紙・鳥の子紙などの和紙，刀剣，鋳
い
物
もの
などの手工業生産に，前述の有力社寺の
第２図　コミュニケーション行為と《文化的》価値
（出所：田中義久『コミュニケーション理論史研究（下）』2014年，勁草書房，319頁）
「パーソナリティ
諸力」
（《時間》的経過）
「外化」
（認識論・記号論の地平）
T－1 T T＋1
（コミュニケーション行為） 《社会》
《文化的》社会関係
《政治的》社会関係
《社会的》社会関係
《経済的》社会関係
《真》
《美》
《善》
（表現）
（認識）
（感覚・感性）
「内的自然」 （労働）
（Subject）
????
????
（存在論の地平）
「内化」
（Object）
????
??????????
?????????
Oa
O
O
On
O
O
O
Oz
…
…
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「座」による商工業の発達ならびに「流通」の進展が重なり，《原生的》な資本蓄積（京都の「土
倉」，堺・博多の東アジア交易を商う豪商，各地の酒造業者たち）にもとづく「社会構成体」の規
模が拡大しつつあった。観阿弥は，人商人
4 4 4
の《経済的》行為の「合法性」を認めた上で，より高次
の《価値》の体系としての「仏法」を，強く打ち出しているのである。これに対して，世阿弥の
『井筒』にあっては，シテ（前シテ）は「頼む仏の御
み
手
て
の糸，導き給へ法
のり
の声」と《歌う》けれど
も，「仏法」そのものは強く主張されず
4 4 4 4 4 4 4
，かえって，シテ（後シテ）の「形見の直衣身に触れて，
恥かしや，昔男に移り舞」という「謡」に載せて，《両性具有》の姿での，風情豊かな《舞い》が，
前面に，舞台全面に，展開されるのであった。そこでは，笛は松吹く風の声であり，鼓は月光の降
り注
そそ
ぐ音なのであり，これらの《自然現象》の推移
4 4
・運動
4 4
のなかで，「在原業平と紀　有常の娘と
の合体した姿」が《図化》され，「関係の豊かさ」が象徴化されたかたちで，優美に《舞われる》
のである。
観阿弥は，1384年，３代将軍義満の治世の下で，死去した。当年，世阿弥は21歳（もしくは22
歳）であった。そして，世阿弥は，６代将軍義教による迫害の下で，1432年，後継者と目してい
た長男十郎（また三郎）元雅の死に遭遇し，その二年前には，次男七郎元能（太鼓方）に出家・遁
世されており，このような《悲劇》の相次ぐなかで，『井筒』という作品を，生み出しているので
ある。彼は，義満や二条良基などからの寵愛を受けながら，《猿楽》→《能》の大成の方途を歩ん
で来たけれども，この，60歳代半ばからの晩年の時期―再説しておくならば，1434年，70歳に
到達するところで，佐渡に配流された―，《政治的》社会関係には絶望し，かえって，その「権
力」の発動によって迫害されつゝ，『井筒』という最高傑作を，この世に遺
のこ
すこととなった。
私は，第三に，世阿弥の『井筒』の後シテの《舞》は，単に，「在原業平と紀　有常の娘」の
「合体」や，その結果としての「両性具有」の姿を，表現しているのではない，という点への留目
が必要であると思う。この点については，モーリス・メルロ－ポンティが用いていた《le
chiasma》という概念を援用して理解を進めることが，有益であろう。それは，ギリシア語の
‘khiasma’に由来し，‘dispositionencroix’の意味であり，解剖学にあっては「視神経交差」を
意味し，生物学においては，「染色体交差」という概念を表現している。しかし，メルロ－ポンテ
ィの《コミュニケーション行為》論のなかで，それは，「人間的自然」―「人間的自然」，ならび
に，「人間的自然」―「記号」という《関係》のなかでの「交互反転」であり，「交差反転」にほ
かならない。私は，《能》の舞い
4 4
について多くを語る立場の人間ではないけれども，『井筒』の後場
における「序の舞」は，《能》における数多くの舞い
4 4
のなかでも，最もゆっくりとしたテンポで踊
られる，長い舞い
4 4
―前述したように14～５分を要する―である。みずから，このシテ・後シ
テを演じて来た観世寿夫は，「『自然居士』などのように，芸能を見せるといった意味で舞うのでも
ない。（中略）非連続の連続とも言うべき時の流れに乗って舞われる」と述べ，「演技者とすれば，
自己の全生命がその一瞬一瞬に舞台の上で華をひらくということにならなければ創れないもの」と
まで，
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
言うのである。「在原業平―紀　有常の娘」の《関係のゆたかさ》を表現
する舞い
4 4
は，それ自体，《気》の流れ
4 4
であり，二つの“HumanNature”の「内的自然」の交互反
4 4 4
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転
4
・交差反転
4 4 4 4
のシネキズム―チャールズ・サンダース・パースの主張していた“Synechism”
―を内包し，表現することによって，《美》を生み出し，創り出しているのである。
私見によれば，世阿弥は，このようにして，《コミュニケーション行為》の「主体」の側の「内
的自然」と，さまざまな自然現象（諸「客体」）の背後にあって，それら諸自然現象の「運動」を
規定する自然法則
4 4 4 4
とのあいだの《キアスム》こそを，その《能》の作品と演技によって，創出し，
表現したのであった。世阿弥のとらえている《全自然史的運動》は，個々の自然現象に留目する
「草木国土悉皆成仏」の地平を超えて，「山河を見るは仏性を見るなり」（道元）の地平へと，到達
している。したがって，彼の描き出す「仏法」は，表面的には，父である観阿弥の主張していた
「仏法」に比して，薄明の域にとどまっているように見えるけれども，実は，それよりはるかに雄
勁であり，《人間》の側の「内的自然」と交互に反転し合う《客体世界》の側の「自然法則」とを
‘mediate’する日本型「自然法」の《原型》を，胎成しているのであった。だからこそ，世阿弥の
その生涯を終えたと思われる佐渡の地で―世阿弥の最大の《悲劇》は，今日に至るまで，その
「墓所」が不詳であるという事実で，配流された佐渡で没したのか，後に赦
ゆる
されて帰洛したのかと
いう点の解明も含めて，今後の世阿弥研究の大きな課題として，残されている。私は，本稿では，
佐渡で没したという考えに立っている―人口６万人足らずの島に33もの能舞台が所在している
のであり，真野町椿尾の「気比神社能舞台」では，地元婦人会の老婦人たちが，「世阿弥以来600
年の歴史」を誇り高く主張しながら，「七賢」・「鶴亀」などの《謡》の練習を重ね，毎年，発表し
続けているのであって，そこに，世阿弥の《能》は，確実に生き続けているのである。（以下続稿）
＊　　　　　　　　　　　　　表章・加藤周一校注「世阿弥禅竹」『日本思想大系』24（1974年，岩波書店），38頁。
＊＊　　　　　　　　　　　　同上書，38-9頁。
＊＊＊　　　　　　　　　　　同上書，41頁。
＊＊＊＊　　　　　　　　　　同上書，261頁。
＊＊＊＊＊　　　　　　　　　「自然居士」の詞章については，小山弘志・佐藤喜久雄・佐藤健一郎校注・訳「謠
曲集二」『日本古典文学全集』34（1975年，小学館），105-21頁を参照。
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